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第
二
章

新
久
万
町
の
発
足

一
町
村
合
併

昭
和
三
四
年
三
月
三
一
日
、
旧
久
万
町
・
川
瀬
村
・
父
二
峰
村
が
合
併
し
て
新
久

万
町
の
発
足
を
み
た
が
、
前
途
は
必
ず
し
も
楽
観
を
許
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
条

例
の
制
定
、
合
併
の
条
件
整
備
、
新
町
建
設
計
画
と
そ
の
実
践
な
ど
、
大
き
な
課
題

が
山
積
み
さ
れ
た
中
で
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
あ
る
。

合
併
前
に
川
瀬
村
村
長
を
二
期
勤
め
た
日
野
泰
が
、
新
久
万
町
長
と
し
て
就
任
し
、

助
役
に
は
父
二
峰
地
区
の
横
田
重
市
、
久
万
地
区
の
尾
形
旧
四
郎
の
ふ
た
り
が
選
ば

れ
て
就
任
し
た
。
ま
ず
、
こ
の
よ
う
に
し
て
理
事
者
の
体
制
を
確
立
し
て
い
っ
た
。

一
方
、
町
議
会
に
は
、
久
万
地
区
一
三
名
、
川
瀬
地
区
人
名
、
父
二
峰
地
区
五
名
の

計
二
六
名
の
議
員
が
選
出
さ
れ
た
。
町
理
事
者
、
町
議
会
議
員
が
一
体
と
な
っ
て
、

新
久
万
町
の
方
向
づ
げ
や
町
政
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

合
併
前
に
三
町
村
は
、
そ
れ
ぞ
れ
他
の
町
村
の
実
態
を
詳
細
に
調
査
し
、
把
握
し

た
上
で
納
得
し
合
っ
て
合
併
に
踏
み
切
っ
た
の
で
あ
る
が
、
町
・
村
政
の
基
盤
と

な
っ
て
い
た
三
町
村
の
条
例
は
必
ず
し
も
一
律
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
第
一
の

仕
事
と
し
て
別
々
に
あ
っ
た
三
町
村
の
条
例
を
研
究
し
、
そ
れ
ら
を
統
一
し
て
新
し

い
条
例
の
制
定
に
と
り
か
か
っ
た
。

新
条
例
の
制
定
に
よ
っ
て
久
万
町
の
方
向
づ
け
が
で
き
る
と
、
次
に
、
合
併
の
条

件
で
あ
っ
た
種
々
の
事
業
を
計
画
し
、
実
行
に
移
さ
ね
は
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
合

併
の
条
件
整
備
に
つ
い
て
は
、
年
次
計
画
に
し
た
が
っ
て
行
う
も
の
と
、
急
を
要
す

四
八
〇

る
も
の
と
の
二
種
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
綿
密
な
計
画
の
も
と
に
新
久
万

町
で
は
、
で
き
る
限
り
早
急
に
整
備
す
る
よ
う
努
め
た
。
こ
の
よ
う
な
積
極
的
な
政

策
が
効
を
奏
し
て
、
現
在
で
は
合
併
条
件
の
ほ
と
ん
ど
の
事
業
が
完
成
を
み
た
。

こ
の
よ
う
に
条
件
整
備
を
す
る
一
方
で
は
、
「
新
久
万
町
建
設
計
画
」

を
た
て
る

必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
。
新
町
建
設
計
画
を
た
て
る
に
し
て
も
、
ま
ず
町
全
体
の
実

態
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
実
状
に
そ
っ
た
計
画
で
な
け
れ
ば
、

空
理
空
論
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
っ
た
た
め
、
町
当
局
で
は
実
態
調
査
の

た
め
の
専
従
職
員
を
配
置
し
て
、
町
全
体
の
実
態
調
査
に
乗
り
出
し
た
。
課
長
以
下

町
職
員
全
員
が
こ
れ
に
協
力
し
、
産
業
・
経
済
・
交
通
・
文
化
・
教
育
・
保
健
・
財

政
等
の
面
か
ら
は
じ
ま
っ
て
自
然
的
な
条
件
に
至
る
ま
で
一
七
項
目
に
も
及
ん
で
綿

密
な
調
査
を
実
施
し
た
。

調
査
の
結
果
を
基
礎
資
料
と
し
て
、
今
後
の
町
政
の
基
本
方
針
を
打
ち
出
し
た
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
健
康
に
し
て
文
化
的
生
活
を
営
む
町
』
の
建
設
を
基
本
目
標

と
し
て
、
新
町
建
設
計
画
が
打
ち
立
て
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
新
町
建
設
計
画
の
概

要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
各
種
産
業
部
門
に
お
け
る
所
得
の
増
大
を
図
る
た
め
、
基
本
条
件
と
経
済
条
件
の
改

善
。

二
、
各
種
産
業
の
基
盤
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
道
路
・
水
路
・
交
通
・
通
信
施
設
の
整
備
。

三
、
教
育
、
文
化
の
向
上
と
衣
・
食
・
住
の
改
善
に
よ
る
生
活
の
安
定
。

四
、
過
剰
人
口
問
題
の
解
消
と
所
得
の
増
強
。

五
、
地
域
経
済
団
体
の
整
備
強
化
と
一
本
化
の
確
立
。

六
、
行
政
機
構
の
改
善
と
事
務
能
率
の
向
上
を
図
り
、
投
資
的
経
費
の
増
大
に
努
め
る
。

七
、
そ
の
他
。

以
上
の
よ
う
な
基
本
的
構
想
(
基
本
的
計
画
)
の
も
と
に
諸
計
画
を
た
て
、
そ
れ
ら



を
総
合
的
・
有
機
的
に
結
合
さ
せ
て
そ
の
効
果
の
発
揮
に
努
め
て
き
た
。
つ
ま
り
、

こ
の
新
町
建
設
計
画
に
基
づ
い
て
今
日
ま
で
町
政
を
行
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
二
度
の
町
長
改
選
が
行
わ
れ
た
が
、
現
職
の
日
野
泰
が
連
続
し
て
当
選

し
、
新
久
万
町
建
設
計
画
の
基
本
方
針
は
変
更
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
に
沿
っ
て

新
久
万
町
の
町
政
を
担
当
し
て
き
た
。
そ
の
間
に
二
人
制
の
助
役
を
一
人
制
に
し
た

り
、
町
議
会
議
員
の
定
数
に
変
更
が
あ
っ
た
り
は
し
た
が
、
基
本
方
針
に
は
全
く
変

更
は
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
議
員
数
は
第
二
期
(
昭
和
三
八
年
改
選
)
に
は
明
神
地

区
四
名
・
久
万
地
区
九
名
・
川
瀬
地
区
人
名
・
父
二
峰
地
区
五
名
の
四
区
制
と
な
り
、

さ
ら
に
、
第
三
期
(
昭
和
四
二
年
改
選
)

に
は
明
神
地
区
四
名
・
久
万
地
区
人
名
・
川

瀬
地
区
六
名
・
父
二
峰
地
区
四
名
と
そ
の
定
数
を
減
じ
る
な
ど
若
干
の
変
更
を
み
た

が
、
町
長
は
、
議
会
の
協
力
と
全
町
民
の
支
援
を
得
て
ま
す
ま
す
そ
の
政
治
的
手
腕

を
発
揮
し
て
い
っ
た
。

現
在
で
は
、
各
省
庁
や
県
と
密
接
な
連
絡
を
と
り
、
国
・
県
か
ら
多
額
の
補
助
を

受
け
て
事
業
を
起
こ
し
た
り
、
農
林
省
・
建
設
省
・
林
野
庁
な
ど
の
直
営
事
業
を
受

け
た
り
、
各
種
事
業
の
指
定
地
域
と
し
て
指
定
を
受
け
た
り
す
る
な
ど
、
久
万
町
の

発
展
は
実
に
め
ざ
ま
し
い
も
の
で
あ
る
。
久
万
町
の
事
業
量
と
、
事
業
費
と
し
て
中

央
よ
り
は
い
る
金
額
は
膨
大
で
、
県
下
で
も
有
名
に
な
っ
て
い
る
。

事
業
内
容
は
別
表
に
示
す
通
り
で
あ
る
が
、
産
業
経
済
部
門
に
つ
い
て
み
る
と
、

合
併
と
同
時
に

「
農
山
村
振
興
計
画
村
」

の
指
定
を
受
け
、
一
一
〇
〇
万
円
の
事
業

が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
手
は
じ
め
と
し
て
、
昭
和
三
七
年
に
は
農
業
構
造
改
善

事
業
が
、
県
下
一
四
か
町
村
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
中
の
一
つ
に
加
え
ら

れ
て
こ
れ
を
推
し
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

農
業
構
造
改
善
事
業
の
指
定
に
つ
い
て
は
、
当
初
除
外
さ
れ
て
指
定
を
受
け
ら
れ

第
二
革

新
久
万
町
の
発
足

な
い
と
い
っ
た
憂
目
を
み
た
が
、
町
理
事
者
・
町
議
会
議
員
・
地
元
民
の
強
力
な
陳

情
と
結
束
が
県
理
事
者
、
県
議
会
議
員
を
動
か
し
、
つ
い
に
県
の
追
加
予
算
の
計
上

に
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
の
で
あ
る
。
昭
和
四
〇
年
度
に
東
明
神
地
区
、
四
二
年
度
に
畑

野
川
な
べ
ら
地
区
の
耕
地
整
理
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
昭
和
三
九
年
に
は
林
業
構
造
改
善
地
区
と
し
て
の
指
定
を
受
け
て
大
事
業

を
計
画
し
、
そ
の
完
遂
を
み
た
。

こ
の
二
つ
の
構
造
改
善
事
業
の
事
業
主
体
は
、
農
業
協
同
組
合
と
森
林
組
合
で
あ

り
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
て
も
二
つ
の
組
合
の
強
化
が
必

要
と
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
が
、
や
が
て
農
業
協
同
組
合
及
び
森
林
組
合
の

合
併
の
機
運
を
高
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

町
理
事
者
の
適
切
な
助
言
・
指
導
と
、
農
業
協
同
組
合
自
体
の
自
覚
と
が
あ
い

ま
っ
て
、
ま
ず
農
業
協
同
組
合
を
合
併
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
昭
和
四
〇
年
四
月
一

日
、
明
神
・
久
万
・
直
瀬
・
畑
野
川
・
父
二
峰
の
五
つ
の
農
業
共
同
組
合
が
合
併
し

て
、
久
万
町
農
業
協
同
組
合
と
な
り
、
よ
り
強
力
な
組
織
の
も
と
に
新
し
く
出
発
し

た
。
つ
づ
い
て
、
久
万
・
川
瀬
・
父
二
峰
の
三
つ
の
森
林
組
合
も
合
併
し
、
久
万
町

森
林
組
合
を
組
織
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
一
本
化
さ
れ
、
強
力
に
な
っ
た
農
業
協

同
組
合
・
森
林
組
合
が
主
体
と
な
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
構
造
改
善
事
業
を
遂
行
し
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
昭
和
四
〇
年
に
は
肉
用
牛
繁
殖
地
域
の
指
定
を
受
け
、
直
瀬
西
山
地
区

に
繁
殖
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
た
り
、
昭
和
四
一
年
に
は
養
蚕
経
営
総
合
対
策
事
業
に

着
手
し
た
り
、
ま
た
、
県
直
営
の
事
業
を
受
け
た
り
、
災
害
・
復
旧
の
事
業
に
し
て

も
災
害
激
甚
地
の
指
定
を
受
け
て
、
多
額
の
補
助
に
よ
っ
て
事
業
を
行
っ
た
り
し
て

い
る
。

四
八
一
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一
方
で
は
、
「
久
万
町
農
林
業
技
術
者
会
議
(
議
長
大
野
福
美
以
下
三
七
名
)
」

を
組

織
し
て
、
町
内
の
農
林
業
に
お
け
る
指
導
体
制
の
一
本
化
と
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

こ
の
会
議
は
、
農
業
・
畜
産
・
林
業
の
三
部
会
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
で
活
動
し
、
一
般
町
民
の
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
。

商
工
面
に
お
い
て
も
、
商
工
協
同
組
合
を
組
織
し
て
そ
の
発
展
に
努
め
、
ま
た
、

商
工
業
振
興
協
議
会
を
結
成
し
て
、
会
長
正
岡
豊
を
先
頭
に
月
一
回
の
会
合
を
も
っ

て
商
工
業
の
振
興
に
努
力
し
て
い
る
。

保
健
衛
生
面
に
お
い
て
は
、
久
万
町
立
病
院
を
新
築
移
転
す
る
と
と
も
に
そ
の
充

実
を
図
り
、
直
瀬
・
畑
野
川
・
父
二
峰
の
三
診
癒
所
の
運
営
、
医
師
住
宅
の
新
築
と

医
師
の
確
保
な
ど
に
力
を
注
い
で
き
た
。
特
に
、
久
万
町
出
身
者
で
医
師
を
志
望
す

る
場
合
は
、
月
額
二
万
円
の
奨
学
金
を
貸
与
す
る
な
ど
、
そ
の
力
の
入
れ
よ
う
も
一

通
り
で
は
な
い
。
こ
れ
を
み
て
も
、
い
か
に
久
万
町
が
保
健
衛
生
に
力
を
入
れ
て
い

る
か
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
昭
和
四
一
年
に
は
二
名
地
区
全
員
を
対
象
に
し
て
地

区
診
断
を
行
い
、
全
町
的
な
健
康
状
態
の
傾
向
を
客
観
的
、
科
学
的
に
把
握
し
て
今

後
の
方
策
を
打
ち
出
す
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
水
道
事
業
は
、

各
小
集
落
ま
で
行
き
わ
た
り
つ
つ
あ
り
、
日
に
日
に
保
健
衛
生
面
の
施
設
・
設
備
も

充
実
し
て
き
て
い
る
。

教
育
面
に
お
い
て
は
、
町
内
小
中
学
校
全
部
の
完
全
給
食
の
実
施
を
は
じ
め
、
体

育
館
・
プ
ー
ル
の
建
設
を
年
次
計
画
に
も
と
づ
い
て
行
い
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
完
成

し
て
い
る
。
昭
和
四
二
年
に
は
久
万
小
学
校
の
本
館
を
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
す
る

な
ど
、
町
内
の
各
小
中
学
校
と
も
完
備
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
町
内
の
一
一
の
公
民

館
活
動
も
次
第
に
盛
ん
に
な
り
、
社
会
教
育
も
着
々
と
そ
の
教
育
効
果
を
あ
げ
て
き

て
い
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
社
会
道
徳
の
高
揚
を
は
か
る
と
と
も
に

「
体
力
づ
く

町有林会計決算表 (単位 千円)

年度別 昭 和 昭 和 昭 和 昭 和 昭 和 昭 和 昭 和 昭 和 昭 和 
累 計 区分 34 年 35 年 36 年 37 年 38 年 39 年 40 年 41年 42 年 

歳 入 

繰 越 金 1,438 1,391 6,622 739 341 2,099 3,531 1,475 9,382 27,018 

財産収入 8,465 24,853 166,726 89,503 69,505 32,517 36,275 40,350 24,628 492,822 

県支出金 0 321 142 75 377 0 12 290 43 1,260 

町 債 2,000 1,600 0 4,800 11,000 4,700 5,800 3,100 2,900 35,900 

そ の 他 1,055 60 2,071 969 243 604 153 430 246 5タ831 

合 計 12,958 28タ225 175,561 96,086 81,466 39,920 45,771 45,645 37,199 562,831 

歳 出 

役 場 費 ユタ035 1,471 1,631 1,860 2,562 2タ345 3,055 3,233 3タ632 20,824 

財 産 費 4,618 4,372 139タ502 8タ884 17,406 7,453 8,563 5,071 7,580 203,449 

一般会言十へ の繰出金 
5,914 15タ710 30,080 84,839 58,989 25,750 31,640 26タ616 21,000 300,538 

公 債 費 0 49 3,609 162 409 840 1,034 1,343 1,442 8,891 

合 計 11,567 21,602 174,822 95,745 79,366 36,388 44,295 36,263 33,634 533,682 

差 引 残 高 1,391 6,623 739 341 2,100 3,532 1,476 9,382 3,565 29,149 
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り
の
町
」

を
宣
言
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的

目
標
を
き
め
、
町
民

の
ひ
と
り
ひ
と
り
に

徹
底
さ
せ
実
践
さ
れ

る
よ
う
に
努
め
て
い

る
。
特
に
体
力
づ
く

り
に
つ
い
て
は
、
早

朝
ソ
フ
ト
や
公
民
館

対
抗
の
諸
球
技
・
町

内
柔
剣
道
大
会
な
ど

を
毎
年
開
催
し
て
そ

の
充
実
を
図
っ
て
い

る
。剣

道
に
お
い
て
は
、

久
万
中
学
校
剣
道
部

が
全
国
優
勝
(
昭
和

四
〇
年
)

及
び
三
位

入
賞
(
昭
和
四
二
年
)

の
栄
冠
を
勝
ち
取
り
、

久
万
小
学
校
剣
道
部

が
全
国
三
位
(
昭
和

四
三
年
)

の
栄
誉
に



浴
す
る
な
ど
、
実
に
輝
か
し
い
記
録
を
樹
立
し
て

い
る
。

そ
の
他
、
バ
イ
パ
ス
線
の
開
通
、
国
道
三
三
号

線
の
改
修
と
完
全
舗
装
、
テ
レ
ビ
の
普
及
な
ど
に

ょ
っ
て
、
市
街
地
に
劣
ら
ぬ
文
化
的
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
特
に
テ
レ

ビ
の
普
及
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
、
昭
和

二
八
年
N
H
K
テ
レ
ビ
本
放
送
が
開
始
さ
れ
て
か

ら
一
〇
年
目
の
昭
和
四
一
年
に
は
一
・
六
戸
に
一

台
で
あ
っ
た
の
が
、
四
三
年
一
月
に
は
一
・
三
戸

に
一
台
と
な
っ
た
。
全
町
に
約
三
、
二
〇
〇
台
も

の
テ
レ
ビ
が
置
か
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
昭
和
四
二

年
三
月
に
N
H
K
の
テ
レ
ビ
中
継
局
、
四
三
年
八

月
に
は
南
海
放
送
の
テ
レ
ビ
中
継
局
が
開
局
さ
れ
、

そ
の
映
像
も
極
め
て
鮮
明
に
な
り
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

も
普
及
し
始
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
新
久
万
町
合
併
後
の
一
〇
年
の

歩
み
は
大
き
く
、
し
か
も
力
強
く
、
合
併
当
初
の

「
健
康
に
し
て
文
化
的
生
活
を
営
む
町
」

の
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
着
実
に
一
歩
一
歩
近
づ
い
て
い
る
。

1

町

財

政

地
方
自
治
体
が
諸
種
の
事
業
を
計
画
・
実
施
す

る
場
合
に
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
、
そ
れ
ら
の
財

第
二
革

新
久
万
町
の
発
足

年度別教育事業費

年度 
金 額 備 考 

昭和34年 円 1,240,000 

○小学校給食器具購入 ○その他 

08ミリ映写機 

昭和35年 4,562,000 

○中学校給食室建築工事および付帯工事 ○その他 

○理振法補助 

○備品・給食用器具費 

昭和36年 10,847,000 

○久万中学校(3教室)・畑野川中学校(1教室)増築 

○明神幼児学級建築および敷地造成費 

○その他 

昭和37年 4,959,000 

○中学校改増築(特別教室) ○その他 

○各小学校給食室重油バーナ施設費 

○技術家庭整備事業 

昭和38年 11,455,000 

○中学校体育館 

○小学校給水タンク増設工事 

○久万中学校・父二峰中学校産振法設備費 

○その他 

昭和39年 15,412,000 

○父二峰中学校体育館建築費 ○その他 

○下畑野川公民館移築費 

○久万中学校特別教室改修 

○明神小学校塗装補修 

昭和40年 35,235,000 

○久万小学校校舎建築費 ○その他 

○父二峰中学校校舎修理 

○畑野川中学校外柵工事 

昭和41年 21,782,000 

○畑野川中学校体育館および連絡道路工事 ○その他 

○久万小学校講堂増築工事 

○直瀬中学校・父二峰小中学校体育館渡り廊下工事 

昭和42年 23,000,000 

○上畑野川集会所建築 ○上野尻集会所建築 

○直瀬小中学校プール建設費 ○久万小学校倉庫 

○その他 

合 計 128,392,000 



病院診療所に対する町費負担額表 (単位 円)

第
五
編

行
政
・
財
政

昭和34年 昭和35年 昭和36年 昭和37年 昭和38年 昭和39年 昭和40年 昭和41年 合’ 計 

収 入 

診療その他 円 29,263,888 38,346,474 39,713,431 50,473,270 56,461,439 62,982,315 74,56l,956 73,628,185 425,430,958 

三輪芙 0 2,065,588 2,471,000 l,576,000 1,328,000 5,016,376 6,086,966 8,890,970 27,434,900 

収入合計 29,263,888 40,412,062 42,184,431 52,049,270 57,789,439 67,998,691 80,648,922 82,519,155 452,865,858 

支 出 合 計 27,198,090 4lタ445,557 42,169,528 52,048,374 62,26l,466 73,485,431 85,293,837 88,313,136 472,215,419 

差 引 損 益 2,065,798 △1,033,495 14,903 896 △4,472,027 △5,486,740 △4,644,915 △5,793,981 △19,349,56l 

年次別、水路改修並びに山林砂防事業表

事業別 地すべり 
山林砂防事業 

水 路 改 修 事 業 

年度別 防止事業 延 長 事業費 

昭和34年度 

円 3,408,000 

5件 5,571,922円 1,036m 400,000円 

昭和35年度 4件 6,050タ000 2,374 2,069,000 

昭和36年度 3件 4,936,000 600 650,000 

昭和37年度 1件 1,502,000 1,710 2,124,000 

昭和38年度 3件 4,507,000 934 1,800,000 

昭和39年度 5件13,109,000 647 900タ000 

昭和40年度 0件 0 6,710 2,217,000 

昭和41年度 5,168,000 1件 1,643,000 7,839 2,368タ000 

昭和42年度 6,120,000 0件 0 275 600,000 

合 計 14,696,000 22件 37,318,922 11,300 13,128,000 

商

工

費

災
害
復
旧
費

諸
支
出
金

公

債

費

財

産

費

産
業
経
済
費

保

健

費

社
会
お
よ
び

労
働
施
設
費

教

育

費

土

木

費

消

防

費

役

場

費

議

会

費

合併後9年間各款別歳出状況比表

四
八
四

源
を
い
か
に
す
る
か

が
大
き
な
問
題
と
な

ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

や
り
た
い
事
業
や
、

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
業
が
数
知
れ

ず
あ
っ
て
、
理
事
者

の
悩
み
の
種
で
あ
る
。

ま
た
、
国
や
県
の
補

助
に
し
て
も
、
一
定

の
わ
く
が
あ
る
う
え

に
、
そ
の
自
治
体
に

補
助
を
受
け
る
の
に

必
要
な
基
礎
財
源
が

な
け
れ
ば
、
交
付
を

う
け
ら
れ
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

久
万
町
が
学
校
施
設
の
充
実
、
道
路
・
橋
り
ょ
う
な
ど
の
新
設
、
改
修
お
よ
び
産

業
部
門
な
ど
の
、
大
き
な
事
業
を
お
こ
な
お
う
と
す
る
と
き
、
そ
の
財
源
は
、
い
き

お
い
町
有
林
に
た
よ
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
町
有
林
に
も
限
度
が
あ
る
の
で
、

町
で
は
、
無
制
限
に
伐
採
し
て
、
一
般
会
計
へ
繰
り
入
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

そ
こ
で
、
特
別
会
計
久
万
町
有
林
で
は
、
輪
伐
計
画
(
年
々
の
伐
採
量
を
決
め
)

を
た

て
、
そ
の
計
画
に
従
っ
て
一
般
会
計
へ
毎
年
繰
り
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

合
併
後
、
町
は
、
当
初
の
計
画
よ
り
は
る
か
に
多
く
の
事
業
を
実
施
し
た
た
め
に
、



特
別
会
計
久
万
町
有
林
に
も
大
き
な
負
担
を
か
け
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。

特
別
会
計
久
万
町
有
林
で
は
町
有
林
会
計
決
算
表
に
示
す
よ
う
に
、
年
々
一
般
会

計
へ
繰
り
出
し
を
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、
久
万
町
発
足
後
九
年
間
の
統
計
を
み
て
も
、

全
歳
入
額
の
一
五
%
を
占
め
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
れ
は
町
民
税
の
七
〇
%
に
あ
た

る
額
で
あ
る
。

特
に
昭
和
三
七
年
に
久
万
町
役
場
を
建
築
し
た
年
に
は
、
八
、
五
〇
〇
万
円
が
繰

り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
額
は
、
実
に
そ
の
年
の
歳
入
総
額
の
四
〇
%
に
あ
た
る

も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
特
別
会
計
久
万
町
有
林
か
ら
繰
り
入
れ
ら
れ
た
額

を
み
れ
ば
、
そ
の
年
の
事
業
量
が
う
か
が
え
る
わ
け
で
あ
る
。

久
万
町
の
会
計
は
一
般
会
計
の
ほ
か
に
国
民
健
康
保
険
・
上
水
道
・
農
業
共
済
・

町
有
林
・
診
療
所
・
町
立
病
院
な
ど
の
特
別
会
計
が
あ
る
。

(単位 円)

丁田諸繰繰

債

費

収

入

越

金

入

金

県
支
出
金

国
庫
支
出
金

使
用
料
手
数
料

分
担
金
負
担
金

財
産
収
入

地
方
交
付
税

町

民

税

合併後9年間各款別歳入状況表

年度別農林道改修工事表

工事費 工事年度 

工 事 費 

金 額 国 庫 補 助 地 元 負 担 町 費 

金 額 % 金 額 % 金 額 % 

昭和34年 

円 円 円 円 
3,892,000 2,385,000 1,462,000 7,739,000 

昭和35年 5,389,000 2,991,000 3,594,000 11,974,000 

昭和36年 8,461,000 5,865,000 4,254,000 18,580,000 

昭和37年 10,138,000 6,986,000 5,859,000 22,983,000 

昭和38年 10,148,000 6,471,000 5,787,000 22,406,000 

昭和39年 6,994,000 4,098,000 2,988,000 14,080,000 

昭和40年 8,319,000 2,973,000 2,073,000 13,365,000 

昭和41年 25,116,000 13,564,000 4,265,000 42,945,000 

昭和42年 4,038,000 3タ159,000 1,823,000 9,020,000 

合 計 82,495,000 48,492,000 32,105,000 163,092,000 

第
二
革

新
久
万
町
の
発
足

一
般
会
計
に
お
け
る

歳
入
は
久
万
町
一
般
会

計
決
算
書
(
歳
入
)
表

に
示
す
よ
う
に
、
年
度

に
よ
り
多
少
の
違
い
は

あ
る
が
国
か
ら
の
交
付

金
は
二
〇
̃
三
六
%
を

占
め
、
つ
い
で
町
民
税

の
一
七
̃
四
〇
%
、

国
・
県
の
補
助
金
を
合

わ
せ
て
七
̃
二
三
%
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

歳
出
面
で
は
教
育
費
の

一
三
̃
三
〇
%
が
三
七

年
を
除
き
最
高
で
産

業
経
済
九
̃
二
九
%
、

役
場
費
(
総
務
費
)
一

二
̃
二
二
%
・
諸
支
出

金
○
̃
四
二
%
と
な
っ

て
い
る
。
な
お
こ
の
諸

支
出
金
と
は
他
の
会
計

四
八
五



決 算 書 (歳 入)

昭 和 38 年 昭 和 39 年 昭 和 40 年 昭 和 41年 昭 和 42 年 合 計 

42,979,064 46,019,217 48,894,614 52,939,249 54,410,709 385,551,981 

5l,605,000 64,310,000 67,548,000 73,661,000 89,953,000 470,602,000 

1,539,626 l,662,962 6,772,975 27,175,822 10,835,039 49,954,570 

6,388,431 4,371タ659 3,813,670 19,411,466 12,908,813 64,170,513 

4,708,271 6,000,293 6,632,104 6,327,364 6,690,483 42,274,686 

15,935,220 12,185,902 11,047,073 16,724,601 7,787,998 96,903,184 

8,511,988 

4,113,637 20,024,000 

31,373,079 53,215,309 58,135,803 173,549,215 

500,000 0 1,143,234 3,022,150 7,766,520 

55,524,936 28,000,000 19,132,000 21,000,000 264,681,936 

0 0 20,323,494 17,819,246 24,793,828 83,339,122 

2,856,440 10,925,612 1,208タ082 2,526,772 3,577,482 32,225,728 

9,500,000 5,400,000 8,800,000 14,900,000 9,281,951 58,081,951 

2,399,000 195,000 2タ594タ000 

200,048,976 175,013,282 234,413,091 307,375,063 302,592,256 1,731,695,406 

決 算 書 (歳 出) (支出済額)

昭 和 38 年 昭 和 39 年 昭 和 40 年 昭 和 41年 昭 和 42 年 合 計 

4,116,403 4,763,478 5,693,858 6,918,696 6,504,839 39,357,759 

32タ027,314 25,530,932 40,132,003 48,569,211 36タ963,697 263,324,871 

2,660,797 4,756,727 4,665,077 4,623,286 4,922,760 35,183,495 

7,467,955 10,658,710 13タ322,204 33,753,553 32,734,661 126,339,410 

40,391,536 42,975,601 64,242,574 55,674,597 61,325,473 362,044,405 

3,693,341 6,689,337 12,009,782 18,219,961 19,468,613 73,553,074 

5,612,514 17,328,176 18,794,518 17タ517,595 16,460,614 89,657,757 

31,873,666 29,147,824 36,255 1,060,954 6,603,540 14,400,119 6,773,128 39,628,517 5,790,625 81,533,412 5,724,045 63,267,975 6,167,804 320,499,325 37,323,545 601,837 2,896,453 39,560,092 

28,640,333 6,668,370 1,000,000 0 

1,935,850 2,672,454 168,640,116 3,256,945 8,937,006 

0 3,256,945 196,589,377 

0 0 0 

1,098,908 3タ076,371 2,089,273 

8,753,868 4,106,429 3,234,231 8,328,171 24,422,699 

150,397,354 212,461,958 277,857,860 260,752,911 1,595,598,789 

第
五
編

行
政
・
財
政

四
八
六



昭 和 34 年 昭 和 35 年 昭 和 36 年 昭 和 37 年 

町 税 33,585,452 34,043,686 34,210,210 38,469,780 

地 方 交 付 税 23,864,000 26,766,000 32,218,000 40,677,000 

財 産 収 入 223,428 530,236 718,644 495,838 

分 担 金 及 び 負 担 金 2,294,868 4,185,796 4,339,428 6,456,382 

使 用 料 手 数 料 2,195,785 2,657,205 3,189,833 3,873,348 

国 庫 支 出 金 4,991,677 11,362,404 6,945,202 9,923,107 

県 支 出 金 1,167,458 5,933,956 4,009,747 7,088,238 

寄 付 金 500,000 1,106,800 825,436 668,900 

繰 入 金 466,000 15,235,000 23,000タ000 82,300,000 

繰 越 金 5,515,016 5,723,414 8,786,378 377,716 

諸 収 入 3,417,106 935,608 5,168,554 1,610,072 

町

債 臨時地方税特別交付税 合計 

0 0 0 10,200,000 

78,220,790 108,480,105 123,411,432 202,140,381 

昭 和 34 年 昭 和 35 年 昭 和 36 年 昭 和 37 年 

議 会 費 1,913,392 1,893,126 3,355タ973 4,197,994 

役 場 費 16,503,175 16,725,942 20,643,625 26,228,972 

消 防 費 2,105タ956 3,456,398 2,771,606 5,220,888 

土 木 費 2,711,632 7,960,652 8,645,316 9タ084,727 

教 育 費 17,419,213 21,817,360 30,535,977 27,662,074 

社会及び労働施設費 1,583,179 2,268,800 6,849,010 2,771,051 

保 健 衛 生 費 3,042,127 3,189,778 3,696,223 4,016,212 

産 業 経 済 費 13,821,658 21,778,834 22,490,934 31,704,210 

財 産 費 1,345,786 2,113,405 957,970 3,758,560 

統 計 調 査 費 176,981 337,191 3,100 48,310 

選 挙 費 665,051 307,798 40,270 822,380 

公 債 費 1,461,238 1,451,488 1,514,612 4,073,612 

諸 支 出 費 10,082,409 12,437,630 20,110,007 87,765,517 

予備費 繰越事業決算 商工費 災害復旧費 合 計 0 72,831,797 
0 95,738,492 

0 121,614,623 0 207,354,507 

第
二
章

新
久
万
町
の
発
足

四
八
七



第
五
編

行
政
・
財
政

へ
繰
り
出
す
こ
と
で
、
特
別
会
計
久
万
町
有
林
以
外
の
と
こ
ろ
へ
援
助
し
て
い
る
も

の
を
い
う
。

ま
た
、
一
般
会
計
よ
り
他
の
会
計
へ
繰
り
出
さ
れ
た
も
の
の
内
で
、
病
院
・
診
療

所
の
関
係
は
病
院
診
癒
所
に
対
す
る
町
費
負
担
額
表
に
示
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る

が
、
水
道
事
業
・
そ
の
他
に
つ
い
て
も
多
額
の
費
用
を
繰
り
出
し
て
い
る
。
特
に
水

道
事
業
は
現
在
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
あ
と
一
̃
二
年
も
す
れ
ば
自
営
で
き
る
手
は

ず
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
国
民
健
康
保
険
・
町
立
病
院
・
診
療
所
に
つ
い
て
は
、

現
在
も
な
お
町
の
負
担
は
大
き
い
。

こ
の
よ
う
に
久
万
町
で
は
合
併
当
時
の
重
点
目
標
、
教
育
文
化
の
向
上
、
産
業
の

振
興
、
健
康
に
し
て
文
化
的
な
生
活
を
営
む
た
め
の
行
政
の
実
現
に
努
め
た
。

二

行
政
事
務
機
構
の
変
遷

昭
和
三
四
年
一
〇
月
一
日

「
経
済
課
」

「
建
設
課
」

を
統
合
し

「
経
済
建
設
課
」

と
す

る
。
(
本
庁
四
課
一
室
)

昭
和
三
六
年
四
月
二
五
日

「
経
済
建
設
課
」

を
分
離
し
て

「
経
済
課
」

「
建
設
課
」

と

し
、
「
町
民
課
」

を
新
設
。
(
本
庁
六
課
一
室
)

昭
和
三
七
年
五
月
一
日

「
厚
生
課
」

を

「
福
祉
衛
生
課
」

に
改
め
、
「
水
道
町
有
林

課
」

を
新
設
。
(
本
庁
七
課
一
室
)

昭
和
三
八
年
六
月
二
〇
日

助
役
の
定
数
を
一
名
に
す
る
。

昭
和
三
八
年
八
月
一
日

「
水
道
町
有
林
課
」

を
廃
止
。
川
瀬
、
父
二
峰
の
両
支
所
を

廃
止
し
本
庁
に
統
合
。
(
本
庁
六
課
一
室
)

昭
和
四
〇
年
二
月
一
三
日

「
町
民
課
」

「
福
祉
衛
生
課
」

を
統
合
し
て

「
町
民
福
祉
課
」

と
し
、
「
経
済
課
」

を

「
産
業
課
」

に
改
め
る
。
(
本
庁
五
課
一

室
)

(1)合併時の機構

昭和34年3月31日

町 

長 早○○「 

又入手 助役 

器童画国書■喜臆百両国書臆 
会 冬 用 経 建 厚 税 総 

病 院 

計 
再1 支 警‖斉設 生 務 務 

室 所 所 課 課 課 課 課 

教
育
委
員
会

事
務
局

農
業
委
員
会

選
挙
管
理
委
員
会

監

査

委

員

議

会

事

務

局

昭
和
四
二
年
五
月
一
八
日し

、

昭
和
四
五
年
六
月
二
四
日

昭
和
四
七
年
四
月
一
日

昭
和
四
八
年
九
月

昭
和
四
九
年
一
二
月
九
日

昭
和
五
一
年
四
月
一
日

「
町
民
福
祉
課
」

を
分
離
し
て

「
町
民
課
」

「
福
祉
課
」

と

「
企
画
調
整
室
」

を
新
設
。
(
本
庁
六
課
二
重
)

「
国
土
調
査
課
」

を
新
設
。
(
本
庁
七
課
二
重
)

「
環
境
課
」

を
新
設
。
(
本
庁
八
課
二
重
)

「
久
万
町
民
館
」
新
設
オ
ー
プ
ン
。

「
国
民
宿
舎
古
岩
屋
荘
」
新
設
オ
ー
プ
ン
。

「
企
画
調
整
室
」
を
「
企
画
課
」

に
、
「
福
祉
課
」
と
「
町
民

課
」

を
統
合
し
て

「
町
民
福
祉
課
」

に
、
「
環
境
課
」

を

「
生
活

課
」

に
そ
れ
ぞ
れ
改
め
、
「
国
土
調
査
課
」

を
廃
止
す
る
。
(
本
庁

七
課
一
室
)



昭
和
五
二
年
七
月
三
〇
日

昭
和
五
四
年
五
月
一
五
日

昭
和
五
八
年
六
月
一
日

七
月
一
日

昭
和
五
九
年
五
月
一
日

「
久
万
高
原
自
然
休
養
村
」

「
ふ
る
さ
と
村
」
新
設
開
村
。

「
税
務
課
」
を
廃
止
し

「
農
業
土
木
課
」
を
新
設
。

「
林
業
課
」
を
新
設
。
(
本
庁
八
課
一
室
)

「
家
族
旅
行
村
久
万
高
原
」
新
設
開
村
。

「
久
万
高
原
自
然
休
養
村
」

「
ふ
る
さ
と
村
」
と
、
「
家
族
旅

平成元年度

行
村
久
万
高
原
」
を
統
合
し
て

「
久
万
高
原
自
然
休
養
村
・
家
族

旅
行
村
」
と
し
、
略
称
を

「
ふ
る
さ
と
旅
行
村
」
と
す
る
。

五
月
三
〇
日

「
B
&
G
財
団
久
万
海
洋
セ
ン
タ
ー
」
新
築
落
成
。
(
昭
和
六

二
年
七
月
二
八
日
B
&
G
財
団
か
ら
久
万
町
に
譲
渡
さ
れ

「
久
万

町
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
1
」

と
な
る
。

昭
和
六
二
年
一
月
二
三
日

「
久
万
町
保
健
セ
ン
タ
ー
」
新
設
オ
ー
プ
ン
。

五
月
一
日

「
企
画
課
」

を
廃
止
。
(
本
庁
七
課
一
室
)

昭
和
六
三
年
四
月
一
日

「
農
業
土
木
課
」

を
廃
止
。
(
本
庁
六
課
一
室
)

一
〇
月
二
九
日

「
上
浮
穴
産
業
文
化
会
館
」
落
成
オ
ー
プ
ン
。

平
成
元
年
三
月
二
三
日

「
町
立
久
万
美
術
館
」
新
設
オ
ー
プ
ン
。

三

新
久
万
町
の
重
点
施
策

(2)現行の機構

行 政 組 織 図

総

務

課

巾
人
事
給
与
係
、
財
務
係
、
文
書
係

交
通
・
消
防
・
防
災
係
、
財
産
管
理
係

税
務
係
、
国
調
管
理
係

町
民
福
祉
課

巾
戸
籍
・
住
民
係
、
選
挙
係

福
祉
係
、
年
金
係
、
地
域
改
普
対
策
係

国
保
係
、
国
保
直
営
診
旅
所

生
活
課
十
鶴
舞
宮
水
連
係

産

業

課

十
農
地
係
、
農
政
係

商
工
観
光
係
、
ふ
る
さ
と
の
森
係

対
誓
巾
醜
彊
棚
‥
縄
網
棚

政
策
研
究
係

「
ふ
る
さ
と
旅
行
村

症
隼
醜
一売
店
、
ケ
ビ
ン
、
資
料
館
、
実
習
館

き
の
こ
固
、
キ
ャ
ン
プ
場

林
業
訳
書
講
告
緯
林
道
係

建

設

課

巾
道
路
・
河
川
係
、
公
共
土
木
係

農
業
土
木
係
、
換
地
係

建
築
係
、
住
宅
係
、
郡
市
公
園
係

美

術

館

-
総
務
係
・
学
芸
係

国
民
宿
舎

-
宿
舎
・
宴
会
・
食
堂
・
仕
出
・
温
泉

町
立
掃
除

-
医
局
、
薬
局
、
事
務
局
、
病
棟

収

入

役

出

納

室

1

合
併
一
〇
年
の
歩
み

町
村
合
併
一
〇
周
年
に
発
行
さ
れ
た
久
万
町
誌
を
概
括
す
る
と
、

政
の
動
き
」
と
し
て
一
、
維
新
当
初

二
、
区
長
・
戸
長
・
村
長

「
第
二
章

町

三
、
選
挙

四
、

合
併
後
の
町
政
か
ら
成
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
合
併
後
の
町
政
を
み
る
と

「
昭
和
三
四
年
三
月
三
十
一
日
、
旧
久
万

町
・
川
瀬
村
・
父
二
峰
村
が
合
併
し
て
新
久
万
町
の
発
足
を
み
た
が
、
前
途
は
必
ず

し
も
楽
観
を
許
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

第
二
章

新
久
万
町
の
発
足

巾
出
納
係

物
品
係

通
算
室

教
育
龍
回
十
琵
巾

選
挙
管
理
委
員
会

-
事
∴
務

局

農

業

委

員

会

-
事

務

局

監

査

委

員

-
補

助

職

員

町

議

会

-
事

務

局

総
務
係
、
学
校
教
育
係
、
社
会
教
育
係

小
中
学
校
、
幼
稚
園
・
保
育
所
、
町
民
館

給
食
セ
ン
タ
I 

、
海
洋
セ
ン
タ
ー

産
業
文
化
会
館

四
八
九



第
五
編

行
政
・
財
政

条
例
の
制
定
、
合
併
の
条
件
整
備
、
新
町
建
設
計
画
と
そ
の
実
践
な
ど
、
大
き
な

課
題
が
山
積
み
さ
れ
た
中
で
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
あ
る
。
」
と
記
し
て
い
る
。

執
行
体
制
は
、
新
久
万
町
長
に
川
瀬
地
区
の
日
野
泰
(
一
̃
四
期
)
が
就
任
す
る
。

一
方
、
議
決
機
関
の
町
議
会
に
は
、
久
万
地
区
一
三
名
、
川
瀬
地
区
人
名
、
父
二

峰
地
区
五
名
の
合
計
二
六
名
の
議
員
が
選
出
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
、
町
執
行
部
と
町
議
会
の
陣
容
が
整
い
、
新
町
の
行
政
が
具
体
的
に
動

き
出
し
た
の
で
あ
る
。

先
ず
第
一
に
着
手
さ
れ
た
の
は
、
合
併
条
件
の
実
行
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
、

急
を
要
す
る
も
の
と
、
あ
る
程
度
の
期
間
を
要
す
る
も
の
と
の
二
種
類
に
分
け
ら
れ
、

合
併
後
、
一
〇
年
の
間
に
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
事
業
が
完
結
を
み
て
い
る
。

第
二
に
着
手
さ
れ
た
の
は
、
「
新
久
万
町
建
設
計
画
」

で
あ
っ
た
。

そ
の
前
段
の
作
業
と
な
る
全
町
の
実
態
調
査
が
産
業
・
経
済
・
交
通
・
文
化
・
教

育
・
保
健
・
財
政
な
ど
一
七
項
目
に
わ
た
っ
て
課
長
以
下
の
町
職
員
全
員
の
協
力
を

得
て
綿
密
に
行
わ
れ
た
。

調
査
の
結
果
『
健
康
に
し
て
文
化
的
生
活
を
営
む
町
』
の
建
設
を
基
本
目
標
と
し

た
新
町
建
設
計
画
が
樹
て
ら
れ
た
の
で
為
る
。

そ
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
各
種
産
業
部
門
に
お
け
る
所
得
の
増
大
を
図
る
た
め
、
基
本
条
件
と
経
済
条
件
の
改

善
各
種
産
業
の
基
盤
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
道
路
・
水
路
・
交
通
・
通
信
施
設
の
整
備

教
育
、
文
化
の
向
上
と
衣
・
食
・
住
の
改
善
に
よ
る
生
活
の
安
定

過
剰
人
口
問
題
の
解
消
と
所
得
の
増
強

地
域
経
済
団
体
の
整
備
強
化
と
一
本
化
の
確
立

行
政
機
構
の
改
善
と
事
務
能
率
の
向
上
を
図
り
、
投
資
的
経
費
の
増
大
に
努
め
る

四
九
〇

以
上
の
基
本
構
想
に
基
づ
い
て
諸
計
画
が
樹
て
ら
れ
、
諸
施
策
が
着
々
と
進
め
ら

れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

事
業
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
国
・
県
の
補
助
を
よ
り
多
く
受
け
る
よ
う
各
種
事
業

の
地
域
指
定
を
受
け
て
い
っ
た
。

産
業
経
済
部
門
で
は
、
合
併
と
同
時
に

「
農
山
村
振
興
計
画
村
」

の
指
定
を
、
そ

し
て
農
業
構
造
改
善
事
業
で
は
、
昭
和
四
〇
年
に
東
明
神
地
区
、
四
二
年
度
に
下
畑

野
川
な
べ
ら
地
区
の
耕
地
整
備
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
昭
和
三
六
・
三
七
年
度
に
か
け
て
林
業
構
造
改
善
調
査
が
久
万
町
と
愛
媛

大
学
農
学
部
の
主
催
で
行
わ
れ
、
久
万
林
業
の
方
向
づ
げ
や
技
術
体
系
の
確
立
な
ど

に
科
学
的
な
調
査
の
手
が
加
え
ら
れ
林
業
の
主
要
地
形
成
が
久
万
町
の
課
題
と
な
り
、

以
後
、
そ
の
方
針
に
そ
っ
た
諸
施
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

こ
の
二
つ
の
構
造
改
善
事
業
の
主
体
は
、
農
業
協
同
組
合
と
森
林
組
合
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
事
業
遂
行
の
た
め
に
は
組
合
の
強
化
が
必
至
と
な
り
、
農
業
協
同
組
合
は
、

昭
和
四
〇
年
四
月
一
日
、
明
神
・
久
万
・
直
瀬
・
畑
野
川
・
父
二
峰
の
五
つ
の
農
業

協
同
組
合
が
合
併
し
て
久
万
町
農
業
協
同
組
合
と
な
り
、
つ
づ
い
て
、
久
万
・
川

瀬
・
父
二
峰
の
三
つ
の
森
林
組
合
も
合
併
し
て
久
万
町
森
林
組
合
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。昭

和
四
〇
年
に
は
肉
用
牛
繁
殖
地
域
の
指
定
を
受
け
、
直
瀬
西
山
地
区
に
繁
殖
セ

ン
タ
ー
の
建
設
を
、
昭
和
四
一
年
に
は
養
蚕
経
営
総
合
対
策
事
業
に
着
手
す
る
な
ど
、

農
業
・
林
業
・
畜
産
部
門
で
の
振
興
に
努
め
た
。

商
工
部
門
で
は
商
工
協
同
組
合
、
商
工
業
振
興
協
議
会
を
結
成
し
、
そ
の
振
興
に

努
め
た
。

保
健
衛
生
面
で
は
、
久
万
町
立
病
院
を
新
築
移
転
す
る
と
と
も
に
、
直
瀬
・
畑
野



川
・
父
二
峰
の
三
つ
の
診
療
所
の
整
備
充
実
、
医
師
住
宅
の
新
築
に
力
を
注
い
で
き

た
。
昭
和
四
一
年
か
ら
二
名
地
区
を
対
象
に
、
鳥
取
大
学
医
学
部
・
愛
媛
県
衛
生

部
・
久
万
町
の
主
催
で
健
康
・
栄
養
な
ど
六
部
門
の
実
態
調
査
を
行
い
、
科
学
的
な

デ
ー
タ
に
基
づ
く
健
康
対
策
を
全
町
的
に
講
ず
る
こ
と
と
な
る
。
水
道
事
業
の
普
及

も
め
ざ
ま
し
く
、
ま
た
昭
和
四
二
、
四
三
年
度
に
は
、
し
尿
処
理
場
が
建
設
さ
れ
る

な
ど
、
住
民
の
生
活
環
境
も
著
し
く
改
善
さ
れ
て
い
く
。

教
育
面
で
は
、
全
町
の
小
中
学
校
が
完
全
給
食
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
ほ
か
、

体
育
館
・
プ
ー
ル
を
年
次
計
画
に
よ
っ
て
建
設
し
た
。

昭
和
四
二
年
に
は
久
万
小
学
校
の
本
館
を
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
す
る
な
ど
、
町

内
の
校
舎
整
備
に
も
力
を
注
い
だ
。

全
町
一
一
の
公
民
館
活
動
も
次
第
に
活
発
と
な
り
、
「
体
力
づ
く
り
の
町
」

の
宣

言
な
ど
社
会
教
育
活
動
全
般
が
活
気
に
満
ち
た
も
の
と
な
る
。

国
道
三
三
号
線
の
全
面
改
良
と
舗
装
が
昭
和
四
二
年
に
完
成
し
、
県
都
松
山
市
へ

の
交
通
は
飛
躍
的
に
便
利
な
も
の
と
な
る
。

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
の
普
及
も
昭
和
三
九
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
の
開
催
も

あ
っ
て
め
ざ
ま
し
い
も
の
と
な
り
、
難
視
聴
地
域
を
解
消
す
る
た
め
昭
和
四
二
年
に

N
H
K
の
、
昭
和
四
三
年
に
南
海
放
送
の
中
継
所
が
町
内
に
設
置
さ
れ
、
鮮
明
な
画

像
が
家
庭
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ほ
か
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
の
普
及
も
始
ま
る

こ
と
と
な
る
。

ま
た
、
昭
和
三
〇
年
代
後
半
か
ら
オ
ー
ト
バ
イ
の
普
及
が
顕
著
と
な
り
、
自
動
車

も
徐
々
に
増
え
て
い
く
よ
う
に
な
る
。

こ
こ
で
特
筆
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
昭
和
三
〇
年
代
後
半
か
ら
顕
著
と
な
っ
た
農
山
村
地
帯
か
ら
の
大
都
市

第
二
革

新
久
万
町
の
発
足

圏
へ
の
人
口
集
中
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
過
疎
問
題
で
あ
る
。
終
戦
直
後
を
除
き
、
戦

前
か
ら
徐
々
に
進
ん
で
い
た
農
山
村
か
ら
の
人
口
流
出
は
、
昭
和
三
〇
年
代
後
半
か

ら
、
わ
が
国
の
経
済
が
高
度
成
長
す
る
の
に
伴
い
、
非
常
に
急
激
で
、
か
つ
、
大
規

模
な
も
の
と
な
り
、
大
都
市
圏
で
の
人
口
と
産
業
の
集
中
に
よ
る
過
密
現
象
と
、
そ

の
裏
腹
の
関
係
に
あ
る
農
山
村
で
の
と
め
ど
も
な
い
よ
う
な
人
口
流
出
が
起
っ
た
の

で
あ
る
。

特
に
農
山
村
で
の
労
働
力
の
中
心
で
あ
る
青
壮
年
の
転
出
が
著
し
く
、
金
の
卵
と

い
わ
れ
た
中
学
卒
業
生
の
集
団
就
職
、
挙
家
離
村
、
一
家
の
主
人
の
出
稼
ぎ
な
ど
、

よ
り
高
い
所
得
を
求
め
て
、
「
地
す
べ
り
的
」

と
も
評
さ
れ
た
過
疎
現
象
に
農
山
村

が
見
舞
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
久
万
町
も
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
国
勢
調
査
報
告
に
よ

る
と
、
久
万
町
の
人
口
は
、
昭
和
三
五
年
に
一
万
四
二
九
一
人
で
あ
っ
た
の
が
、
四

〇
年
一
万
二
五
六
八
、
四
五
年
一
万
四
八
二
人
と
一
〇
年
間
で
三
八
〇
九
人
、
二
六

・
六
五
%
の
減
少
を
み
せ
、
こ
の
う
ち
、
年
少
人
口
は
実
に
二
五
二
四
人
、
四
九
・

四
八
%
の
減
少
、
出
産
年
齢
人
口
は
一
四
八
〇
人
、
一
八
・
〇
九
%
も
の
減
少
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

以
後
、
過
疎
問
題
は
、
我
が
国
の
農
山
村
社
会
の
産
業
、
教
育
、
文
化
等
々
に
大

き
な
影
響
を
与
え
、
地
方
自
治
に
と
っ
て
も
根
幹
的
な
課
題
の
一
つ
と
な
る
の
で
あ

る
。以

上
の
よ
う
に
、
合
併
後
一
〇
年
の
新
久
万
町
の
歩
み
は
、
わ
が
国
の
重
工
業
を

中
心
と
す
る
高
度
経
済
成
長
の
始
期
を
背
景
に
、
国
が
掲
げ
た
農
林
業
の
構
造
改
善

政
策
の
流
れ
の
中
で
、
旧
三
か
町
村
の
合
併
条
件
の
整
備
、
新
町
建
設
構
想
と
諸
計

画
の
実
現
に
向
け
て
強
力
な
町
政
の
推
進
を
図
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

四
九
一
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合
併
二
〇
年
の
歩
み

ア

久
万
町
企
画
審
議
会
で
の
政
策
審
議

合
併
以
来
進
め
ら
れ
て
き
た
町
政
の
実
績
の
評
価
と
新
し
い
方
向
に
つ
い
て
、
で

き
る
限
り
具
体
的
な
意
見
を
提
示
す
る
目
的
で
、
昭
和
四
五
年
、
久
万
町
企
画
審
議

会
が
設
置
さ
れ
た
。

座
長
に
愛
媛
大
学
農
学
部
助
教
授
の
岩
谷
三
四
郎
を
選
び
、
関
係
団
体
の
代
表
者

一
七
名
に
よ
っ
て
審
議
を
重
ね
提
言
を
ま
と
め
た
。

そ
の
提
言
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

㈲

町
政
は
久
万
町
に
お
け
る
都
市
機
能
の
充
実
を
重
点
課
題
と
せ
よ
。

こ
こ
に
い
う
都
市
機
能
と
は
、
久
万
町
を
都
市
に
せ
よ
と
い
う
の
で
は
な
く
、
農
山

村
地
域
と
し
て
の
久
万
町
の
特
有
の
風
土
条
件
は
充
分
活
か
し
つ
つ
、
都
市
に
負
け
な

い
豊
か
な
近
代
的
生
活
の
可
能
な
態
勢
を
整
え
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
交
通
・
情
報
・
医
療
・
衛
生
・
社
会
福
祉
な
ど
を
飛
躍
的
に
充
実
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

㈲

新
し
い
郷
土
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
町
民
全
体
の
中
か
ら
く
み
出
す
推
進
役
と
な

れ
。特

に
少
数
と
は
い
え
現
在
、
久
万
町
内
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
若
い
世
代
が
町
発
展
の

た
め
の
新
し
い
担
い
手
と
な
り
う
る
た
め
の
社
会
的
環
境
を
具
体
的
に
作
り
出
し
て
い

く
べ
き
で
あ
る
。

㈲

住
民
み
ず
か
ら
に
よ
る
新
し
い
郷
土
づ
く
り
運
動
を
組
織
せ
よ
。

こ
れ
は
単
に
社
会
教
育
を
担
当
す
る
教
育
委
員
会
の
み
の
課
題
と
し
て
で
は
な
く
、

町
役
場
全
体
の
共
通
課
題
と
し
て
、
こ
の
組
織
化
に
と
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

以
上
の
基
本
的
な
視
点
に
立
っ
て
、
具
体
的
な
提
言
を
行
っ
た
。

中
・
長
期
対
策
と
し
て
は
、
㈲
町
内
土
地
利
用
将
来
構
想
図
の
策
定

㈲
久
万
町

四
九
二

民
デ
ー
の
設
定

㈲
特
性
を
も
っ
た
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
の
建
設

㈲
商
店

街
と
国
道
と
の
連
絡
道
路
の
新
設

㈲
集
落
組
織
の
再
編
成

㈲
水
資
源
の
確
保
ま

た
、
短
期
対
策
と
し
て
は
㈲
総
合
グ
ラ
ン
ド
の
建
設

の
自
然
環
境
保
護
条
例
の
制

定

㈲
後
継
者
の
育
成

㈲
商
店
街
の
駐
車
場
の
新
設

㈲
新
し
い
産
業
分
野
の
開

発

㈲
老
人
の
生
き
が
い
対
策
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
提
言
は
町
政
の
中
に
生
か
さ
れ
以
後
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
諸
政
策
が

展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

な
お
委
員
名
簿
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

上愛 久愛 

浮媛 万媛 
穴新’′’′’′’′’′ 町 

高閲 議大 

校 社 会 学 

安極上 正西 加 曾石 岩 

宅 口 岡 岡 岡 藤我 丸 谷 

正 義 忠 定 
四 

清俊 幸 豊義学之亨 郎 

久 久 久 久 久 久 

∴二三三三三 万 育 委 員 
会 場 会 合 合 校 

小 渡 川 大 水竹 上 土 

椋 部 崎 野谷 内 居 居 

秀鬼博美清友 正 

子 奈 
雄雄規 夫一長寛一 

イ

久
万
町
振
興
計
画
の
樹
立

昭
和
四
七
年
、
地
方
自
治
法
に
も
と
づ
く
久
万
町
の
総
合
的
、
計
画
的
な
行
政
運

営
を
ね
ら
い
と
し
た
基
本
構
想
が
議
決
さ
れ
、
久
万
町
の
将
来
構
想
が
樹
て
ら
れ
た
。

基
本
構
想
樹
立
に
あ
た
っ
て
町
長
日
野
泰
は

「
わ
が
国
の
高
度
経
済
成
長
は
、
G

N
P
が
自
由
諸
国
で
第
二
位
と
な
り
、
西
ド
イ
ツ
と
並
ん
で
国
際
社
会
に
お
い
て
も

驚
異
の
的
に
な
っ
て
い
る
。
確
か
に
戦
後
の
荒
廃
か
ら
今
日
を
比
較
し
て
み
る
と
、

社
会
公
共
資
本
、
技
術
革
新
、
あ
る
い
は
身
近
な
生
活
内
容
を
み
て
も
、
ま
さ
に
飛



握
的
な
発
展
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
反
面
、
農
山
漁
村
の
過
疎
、
都
市
に
お
け
る

過
密
問
題
、
さ
ら
に
は
公
害
、
自
然
破
壊
な
ど
の
ひ
ず
み
を
生
じ
て
き
て
い
る
。

加
え
て
、
最
近
は
有
限
な
地
球
上
の
資
源
枯
渇
の
問
題
、
世
界
各
地
で
エ
コ
ノ

ミ
ッ
ク
ア
ニ
マ
ル
と
評
さ
れ
る
日
本
人
の
精
神
構
造
の
根
底
に
ふ
れ
る
批
判
な
ど
、

わ
が
国
の
高
度
経
済
成
長
は
転
換
期
を
迎
え
て
お
り
、
困
難
な
時
代
に
さ
し
か
か
っ

て
い
る
。

久
万
町
の
場
合
、
第
一
次
産
業
で
あ
る
農
林
業
が
産
業
構
造
の
主
体
で
あ
る
だ
け

に
、
こ
の
ひ
ず
み
も
ま
と
も
に
か
ぶ
っ
た
地
域
と
な
り
、
い
わ
ゆ
る
過
疎
地
帯
と
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
生
じ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
時
に
あ
た
り
、
将
来
に
お
け
る
久
万
町
の
あ
る
べ
き
姿
を
地
方
自
治
の
観
点

か
ら
予
測
し
、
総
合
的
な
施
策
を
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
に
、
久
万
町
振
興
一
〇

か
年
計
画
を
樹
立
す
る
こ
と
と
し
た
。
」

と
述
べ
て
い
る
。

振
興
計
画
は
、
久
万
町
の
望
ま
し
い
将
来
像
を
描
き
、
こ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に

必
要
な
施
策
の
大
綱
と
、
各
部
門
ご
と
の
根
幹
事
業
の
計
画
、
さ
ら
に
は
実
施
年
次

計
画
を
細
か
く
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

久
万
町
の
将
来
像
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
働
き
が
い
の
あ
る
町
づ
く
り

農
林
業
と
商
工
業
及
び
自
然
休
養
村
的
観
光
開
発
が
地
域
の
自
然
環
境
と
調
和
し
っ

つ
有
機
的
関
連
に
お
い
て
町
民
所
得
の
増
大
と
福
祉
の
向
上
に
役
立
つ
よ
う
努
め
る
。

二
、
住
み
よ
い
町
、
、
つ
く
り

道
路
・
水
道
・
下
水
道
・
し
尿
・
じ
ん
芥
・
不
燃
物
処
理
な
ど
住
民
生
活
の
基
礎
と

な
る
社
会
資
本
を
充
実
し
、
医
療
・
保
健
・
社
会
福
祉
施
設
・
防
火
施
設
・
公
園
・
広

場
な
ど
生
活
環
境
を
整
備
し
、
清
潔
で
健
康
な
住
み
よ
い
町
を
創
造
す
る
。

三
、
香
り
高
い
文
化
の
町
づ
く
り

保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校
の
適
正
配
置
に
よ
る
施
設
整
備
を
行
う
と
共
に
、
成
人

教
育
・
社
会
教
育
の
施
設
を
充
実
し
、
史
蹟
・
文
化
財
の
保
護
に
努
め
美
術
・
芸
術
・

音
楽
な
ど
住
民
の
情
操
を
豊
か
に
し
、
香
り
高
い
文
化
を
創
造
す
る
。

こ
れ
ら
三
点
の
町
政
の
目
標
を
実
現
し
て
い
く
た
め
、
施
策
の
基
本
方
針
を
定
め

た
が
、
何
し
ろ
、
当
時
は
、
高
度
経
済
成
長
が
曲
り
角
に
あ
り
、
資
源
問
題
が
世
界

的
な
課
題
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
時
期
だ
け
に
、
久
万
町
振
興
計
画
も
、
そ
れ
に
即
応

し
て
計
画
修
正
も
あ
り
得
る
と
い
う
先
行
き
の
読
み
ず
ら
い
時
代
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
に
、
町
政
一
〇
か
年
計
画
は
非
常
に
貴
重
な
指
針
で
も
あ
っ

た
。
施
策
の
基
本
方
針
と
委
員
名
簿
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

(D 住みよい町づく り 
目 標 

四 
一 一 一 

区 分 

一 一 

社 生 自 生 

会 活 
然 保 

活 

福 環 護 圏 

と 域 
祉 境 安 の 

対 整 
全 対 

設 

策 備 策 定 

○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ 

内 容 

町 民保老 地溝住公水 砂広 自 全 単基 
立 間育人 方掃宅園資 防域然町 位盤 
病 福所憩 改施、、源 化破公 集集 
院 祉、い 善設上 キ の 治 に壊園 落落 
の 事 の 事、、ヤ開 山 よ 化 の 圏 
整 業国家 業火下 ン発 る 止計 設の 
備 の地建 の葬水プ 治常対面 定設 
充 推、設 推場道場 水備策の 定 
実 進広 進、施等 対消 の推 
と 場 じ設の 策防樹進 
医 等 ん の整 の体立 

の 芥整備 確制 
機 整 焼備 立 の 

関 備 却 整 
の 場 備 
提 整 

携 に 

備 

第
二
革

新
久
万
町
の
発
足



第
五
編

行
政
・
財
政

③ 文化の香り高い町づくり ② 働きがいのある町づく り 

一 一 一 一 
五 ヽ 

一 

整、 備教 

ヽ ヽ 

文 産 蜜 土 保 

化 の 琵 
業 

通 
地 健 

振 
通 信 

利 
医 療 

興 用 

振 
興施 網 の 

対設 対 
の 整 

計 向 

興 策の 策 備 画 上 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 

文文ふ 各幼幼運町学 商長林農林農集都主 自 通電テ 生主 都国農確地 成 よ 

化化 る 対稚児動民校 店期業林業村出市要然 疎話 レ活要 市土地保帯 入 る 

財活 き 象国教公館統 街計抜道労工荷近作休 バ の ど道地 計調基 別 病予 
保動 と 別、育園、合 の画術の務業七郊 目 養 ス増難の方 画査盤 土 予防 
護への 学学の の体 と 再に体開署の ン農の村 対設視改道 指事整 地 防活 
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ウ

各
種
事
業
の
執
行
状
況

用

過
疎
振
興
対
策
事
業

昭
和
三
〇
年
代
後
半
か
ら
、
経
済
の
高
度
成
長
に
伴
う
農
山
村
か
ら
都
市
へ
の
激

し
い
人
口
流
出
は
、
都
市
に
過
密
を
、
農
山
村
に
過
疎
を
生
み
出
し
、
深
刻
な
社
会

問
題
と
な
っ
た
。

過
密
と
同
時
に
過
疎
対
策
が
行
政
の
重
要
課
題
の
一
つ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
た
め
国
は
昭
和
四
五
年
、
財
政
的
な
特
別
措
置
を
柱
と
す
る
過
疎
地
域
対
策
緊
急

措
置
法
を
制
定
し
、
全
国
で
約
三
分
の
一
の
一
〇
九
三
の
市
町
村
が
そ
の
指
定
を
受

け
、
過
疎
対
策
事
業
を
実
施
し
た
。

久
万
町
で
は
昭
和
四
五
年
五
月
一
日
に
地
域
指
定
を
受
け
、
道
路
網
と
生
産
基
盤

の
整
備
を
重
点
的
に
行
っ
て
き
て
い
る
。
昭
和
四
五
̃
五
二
年
度
の
八
年
間
の
事
業



費
は
三
八
億
二
〇
〇
〇
万
円
で
、
地
方
交
付
税
で
元
利
補
給
の
あ
る
低
利
の
政
府
資

金
で
賄
わ
れ
て
き
た
。

㈲

都
市
計
画
と
そ
の
事
業

昭
和
四
九
年
一
二
月
に
、
中
の
村
・
横
谷
を
除
く
旧
久
万
町
が
都
市
計
画
区
域
の

指
定
を
受
け
た
。

久
万
町
が
指
定
を
受
け
た
ね
ら
い
は
、
久
万
町
振
興
計
画
に
も
と
づ
い
て
公
園
、

道
路
、
下
水
道
な
ど
の
都
市
施
設
の
整
備
を
積
極
的
に
図
り
、
田
園
都
市
的
な
形
態

と
機
能
を
も
つ
区
域
づ
く
り
を
め
ざ
す
こ
と
で
あ
っ
た
。

久
万
町
で
の
都
市
計
画
を
ど
の
よ
う
に
進
め
れ
ば
よ
い
か
、
専
門
家
の
知
恵
を
借

り
る
こ
と
と
な
っ
た
。

松
山
商
科
大
学
の
中
川
公
一
郎
、
宮
崎
満
両
教
授
と
山
口
卓
志
助
教
授
が
、
お
お

よ
そ
一
年
間
を
費
や
し
て
定
住
基
盤
、
土
地
利
用
と
都
市
機
能
、
農
林
業
、
農
村
工

業
、
商
店
街
の
再
編
成
、
観
光
と
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
開
発
、
行
財
政
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
、
そ
の
現
況
と
課
題
を
調
査
し
た
。
町
で
は
そ
れ
ら
の
提
言
を
参
考
と
し
つ

つ
事
業
へ
着
手
し
て
い
く
。
最
初
の
事
業
は
、
運
動
施
設
を
主
体
と
し
た
久
万
公
園

(
大
字
菅
生
東
国
)

の
整
備
で
あ
っ
た
。

昭
和
五
二
年
秋
、
陸
上
自
衛
隊
へ
の
委
託
事
業
と
し
て
約
四
㌶
の
粗
造
成
を
完
了

し
、
本
格
施
工
の
受
け
皿
づ
く
り
と
し
た
の
で
あ
る
。

㈲

行
政
の
広
域
化

わ
が
国
の
経
済
成
長
に
伴
い
都
市
は
も
と
よ
り
農
山
村
に
お
い
て
も
住
民
の
生
活

水
準
は
急
速
に
高
ま
り
を
み
せ
た
が
、
そ
の
基
底
と
な
っ
た
の
は
、
め
ざ
ま
し
い
技

術
革
新
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
交
通
・
通
信
手
段
の
発
達
も
著
し
く
、
特
に
自
動
車
の

普
及
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
っ
た
。

第
二
革

新
久
万
町
の
発
足

こ
れ
ら
は
住
民
の
生
活
を
高
め
る
と
と
も
に
、
従
来
の
市
町
村
と
い
う
行
政
区
域

を
超
え
た
空
間
で
住
民
生
活
が
営
ま
れ
る
と
い
う
生
活
領
域
の
広
域
化
を
も
た
ら
し

た
。国

は
、
昭
和
四
五
年
、
自
治
事
務
次
官
通
達
に
よ
っ
て
広
域
市
町
村
圏
振
興
措
置

要
綱
を
示
し
、
関
係
市
町
村
の
広
域
的
な
振
興
計
画
の
策
定
を
促
し
た
の
で
あ
る
。

愛
媛
県
に
お
い
て
ほ
、
県
内
を
六
つ
の
圏
域
に
分
け
て
そ
の
積
極
的
な
推
進
を
図

る
こ
と
と
な
り
、
久
万
町
は
昭
和
四
七
年
二
月
結
成
さ
れ
た
松
山
地
区
広
域
市
町
村

圏
協
議
会
の
一
員
と
し
て
、
他
市
町
村
に
先
駆
け
て
一
次
圏
域
で
あ
る
上
浮
穴
郡
の

広
域
行
政
に
着
手
し
た
の
で
あ
る
。

昭
和
四
八
年
二
月
に
統
合
準
備
委
員
会
を
開
催
し
て
準
備
を
進
め
、
同
年
四
月
に
、

従
前
組
織
さ
れ
て
い
た
上
浮
穴
郡
統
合
伝
染
病
棟
組
合
、
久
万
地
方
清
掃
事
務
組
合
、

上
浮
穴
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合
、
上
浮
穴
郡
町
村
財
産
管
理
組
合
を
解
散
し
て
統
合

し
、
上
浮
穴
郡
生
活
環
境
事
務
組
合
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
職
員
数
一
八
名
、
組

合
長
は
久
万
町
長
日
野
泰
で
あ
っ
た
。
以
後
、
こ
の
組
合
は
、
上
浮
穴
郡
内
五
町
村

の
特
定
行
政
事
務
を
共
同
処
理
す
る
組
織
と
し
て
大
き
く
発
展
し
て
い
く
こ
と
と
な

る
。

㈲

峠
御
堂
随
道
の
完
成

昭
和
四
九
年
一
一
月
、
久
万
と
畑
野
川
を
結
ぶ
主
要
地
方
道
西
条
久
万
線
の
峠
御

堂
ト
ン
ネ
ル
が
完
成
す
る
。

工
事
に
延
一
三
年
間
の
長
期
を
要
し
、
取
付
道
延
長
三
二
〇
〇
㍍
、
ト
ン
ネ
ル
延

長
六
二
三
㍍
、
幅
員
は
い
ず
れ
も
六
・
五
㍍
で
総
工
費
は
五
億
八
五
〇
〇
万
円
で

あ
っ
た
。

従
前
、
中
の
村
廻
り
九
三
〇
〇
㍍
を
自
動
車
で
一
八
分
か
か
っ
て
い
た
の
が
、
こ

四
九
五



第
五
編

行
政
・
財
政

の
ト
ン
ネ
ル
の
お
か
げ
で
三
八
〇
〇
㍍
の
距
離
と
な
り
、
所
要
時
間
も
六
分
と
三
分

の
一
に
短
縮
さ
れ
、
生
活
の
利
便
性
、
物
質
流
通
、
観
光
開
発
な
ど
に
大
き
な
福
音

を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
っ
た
。

㈲

国
民
宿
舎
の
建
設

高
度
経
済
成
長
は
国
民
所
得
の
増
大
な
ど
に
寄
与
し
た
反
面
、
公
害
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
な
生
活
環
境
の
ひ
ず
み
を
都
市
に
も
た
ら
し
た
。
こ
れ
ら
の
都
市
側
の
ニ
ー

ズ
を
農
山
漁
村
の
自
然
と
か
生
産
と
か
く
ら
し
な
ど
と
結
び
、
新
し
い
産
業
形
成
を

ね
ら
っ
た
自
然
休
養
村
事
業
が
、
昭
和
四
七
年
に
農
林
水
産
省
か
ら
提
唱
さ
れ
、
久

万
町
も
全
国
二
〇
〇
か
所
の
一
つ
に
指
定
さ
れ
る
。

国
民
宿
舎
は
、
久
万
町
が
長
年
あ
た
た
め
て
い
た
内
発
的
な
振
興
計
画
の
一
つ
を

自
然
休
養
村
と
い
う
構
想
の
関
連
的
な
施
設
と
し
て
位
置
づ
け
て
建
設
し
た
も
の
で

あ
る
。
昭
和
四
八
・
四
九
年
度
の
建
設
途
上
、
石
油
パ
ニ
ッ
ク
に
出
合
い
、
不
足
勝

ち
な
資
材
と
資
金
の
調
達
を
克
服
し
な
が
ら
、
鉄
筋
三
階
建
二
、
二
四
九
平
方
㍍
、

一
一
六
名
を
収
容
す
る
国
民
宿
舎
「
古
岩
屋
荘
」
を
建
設
し
た
の
で
あ
る
。

㈲

民
活
-
ゴ
ル
フ
場
の
建
設

久
万
町
で
の
民
間
の
本
格
的
な
観
光
産
業
の
草
分
け
と
な
っ
た
の
は
、
二
つ
の
ゴ

ル
フ
場
で
あ
ろ
う
。

愛
媛
ハ
イ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
は
、
昭
和
四
七
年
に
用
地
買
収
に
着
手
し
、
造
成
、

建
築
工
事
を
進
め
て
同
五
〇
年
七
月
に
一
八
ホ
ー
ル
ズ
の
規
模
で
正
式
オ
ー
プ
ン
し

た
。
一
九
八
二
㍍
の
石
鎚
山
を
眺
望
し
な
が
ら
の
プ
レ
ー
は
好
評
の
よ
う
で
あ
る
。

久
万
カ
ン
ト
リ
ー
ゴ
ル
フ
場
は
、
昭
和
四
八
年
に
用
地
買
収
と
造
成
工
事
を
進
め
、

同
四
九
年
八
月
に
一
入
ホ
ー
ル
ズ
で
オ
ー
プ
ン
し
た
。

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
二
面
の
ほ
か
、
子
供
用
プ
ー
ル
を
備
え
、
分
譲
別
荘
も
有
し
て
お

四
九
六

り
、
同
六
三
年
に
は
ロ
ッ
ジ
、
チ
ャ
ペ
ル
も
整
備
す
る
。

昭
和
五
〇
年
代
後
半
に
、
国
、
地
方
を
通
じ
財
政
債
務
問
題
が
捨
て
て
お
け
な
い

状
況
と
な
り
、
行
政
も
減
量
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
併
せ
て
浮
上
し
た
の
は

民
間
活
力
の
導
入
と
い
う
誘
導
施
策
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
久
万
町
の
二
つ
の
ゴ
ル
フ
場
建
設
は
、
数
歩
先
ん
じ
た

民
活
事
業
で
あ
り
、
ゴ
ル
フ
場
建
設
と
同
時
期
に
立
案
さ
れ
た
国
民
宿
舎
、
自
然
休

養
村
な
ど
地
方
公
共
団
体
と
し
て
本
格
的
に
は
初
め
て
手
を
染
め
る
観
光
事
業
が
、

官
民
両
側
か
ら
構
築
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
り
、
そ
の
相
乗
効
果
は
大
き
い
も
の
に

な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

3

合
併
三
〇
年
の
歩
み

戦
後
三
〇
年
余
を
経
た
昭
和
五
〇
年
代
後
半
か
ら
の
日
本
は
、
G
N
P
が
自
由
諸

国
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
な
り
、
経
済
大
国
の
地
位
を
ゆ
る
ぎ
な
い
も
の
と
し
、
国
際

的
な
役
割
も
非
常
に
大
き
い
も
の
と
な
っ
て
い
く
。

反
面
、
貿
易
黒
字
と
か
強
烈
な
経
済
競
争
が
非
難
を
浴
び
、
国
内
的
に
は
、
経
済

が
高
度
成
長
か
ら
安
定
成
長
へ
と
移
行
し
、
産
業
構
造
も
そ
の
主
体
が
重
工
業
か
ら

電
子
産
業
な
ど
高
度
技
術
重
視
へ
と
移
っ
て
い
く
。

ま
た
、
内
政
的
な
問
題
の
一
つ
と
し
て
国
、
地
方
を
通
じ
財
政
債
務
が
大
き
な
課

題
と
も
な
る
。

久
万
町
も
町
村
合
併
か
ら
二
〇
年
を
過
ぎ
、
三
〇
年
代
に
入
る
と
、
既
に
企
画
さ

れ
実
践
に
移
さ
れ
て
い
た
中
・
長
期
の
振
興
計
画
の
う
ち
、
ほ
ぼ
完
成
す
る
施
策
も

あ
り
、
同
時
に
新
し
い
時
代
に
即
し
た
諸
施
策
も
積
極
的
に
講
じ
ら
れ
て
い
く
。

昭
和
五
〇
年
四
月
二
九
日
に
は
、
町
長
に
河
野
修
(
五
代
̃
現
在
)
が
就
任
し
、
前

町
長
日
野
泰
の
施
策
を
継
承
す
る
と
と
も
に
、
対
活
と
協
調
を
基
本
姿
勢
と
し
て



「
潤
い
と
活
力
の
あ
る
町
づ
く
り
」
を
目
標
に
町
政
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

久
万
町
は
元
来
、
進
取
の
気
風
に
富
ん
だ
町
村
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

合
併
三
〇
年
に
至
る
久
万
町
の
行
政
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
は
、
国
の
施
策
の
進

展
す
る
方
向
、
換
言
す
れ
ば
、
住
民
の
進
む
べ
き
道
筋
を
先
取
り
し
た
形
で
進
め
て

い
く
「
進
取
の
気
風
」
だ
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
ら
を
国
・
県
な
ど
の
有
形
、
無
形
の

援
助
を
得
な
が
ら
、
町
、
議
会
、
関
係
団
体
、
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
実
現
し
て
き

た
の
で
あ
る
。

次
に
そ
れ
ら
の
概
要
を
述
べ
て
み
た
い
。

用

は
場
整
備
、
夏
秋
野
菜
栽
培
に
力
点

久
万
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
の
振
興
は
、
合
併
前
後
を
問
わ
ず
一
貫
し
て

力
点
を
注
い
で
き
た
施
策
の
一
つ
で
あ
る
。

国
は
、
昭
和
≡
ハ
年
に
農
業
基
本
法
、
同
三
九
年
に
林
業
基
本
法
を
制
定
し
て
農

工
間
の
所
得
格
差
、
つ
ま
り
農
林
家
の
所
得
向
上
を
ね
ら
い
と
し
て
構
造
改
善
政
策

を
打
ち
出
し
、
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
を
展
開
す
る
が
、
久
万
町
は
農
業
構
造
改

善
事
業
、
林
業
構
造
改
善
事
業
と
も
県
下
第
一
号
の
指
定
を
受
け
、
事
業
に
着
手
す

る
こ
と
と
な
る
。

水
田
は
場
整
備
は
、
昭
和
四
一
年
度
の
東
明
神
及
び
下
畑
野
川
ナ
ベ
ラ
地
区
を
皮

切
り
に
、
昭
和
六
三
年
度
ま
で
の
二
三
年
間
に
三
七
四
・
一
㌶
を
、
ま
た
畑
の
ほ
場

整
備
は
四
四
㌶
の
整
備
を
行
っ
た
が
、
水
田
に
つ
い
て
は
、
整
備
可
能
地
区
の
ほ
と

ん
ど
の
整
備
を
終
え
、
西
日
本
で
ト
ッ
プ
の
実
績
を
お
き
め
た
の
で
あ
る
。

他
面
、
ほ
場
整
備
は
、
生
産
そ
の
も
の
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
農

道
、
水
路
の
完
備
に
よ
っ
て
農
家
周
辺
の
生
活
環
境
は
著
し
く
改
善
さ
れ
て
い
く
。

昭
和
四
五
年
か
ら
始
ま
っ
た
米
の
生
産
調
整
が
年
を
追
っ
て
さ
び
し
く
な
る
に
つ
れ
、

第
二
革

新
久
万
町
の
発
足

水
田
の
土
地
利
用
が
焦
点
と
な
る
が
、
昭
和
四
八
年
か
ら
久
万
高
原
の
冷
涼
性
を
活

用
し
た
ト
マ
ト
な
ど
の
夏
秋
野
菜
を
露
地
で
試
作
的
に
栽
培
し
た
の
が
動
機
と
な
っ

て
、
五
一
年
に
は
ハ
ウ
ス
栽
培
へ
と
移
行
し
、
そ
の
販
売
高
は
飛
躍
的
に
伸
び
る
な

ど
、
ほ
場
整
備
の
相
乗
効
果
は
計
り
し
れ
な
い
ほ
ど
高
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

畑
の
ほ
場
整
備
に
つ
い
て
も
、
観
光
り
ん
ご
園
、
夏
秋
大
根
な
ど
の
目
的
を
も
っ

た
経
営
農
地
と
し
て
有
効
な
活
用
が
図
ら
れ
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
稲
作
生
産
組
合
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
型
農
機
を
設
置
し
、
共
同
耕
作

を
行
う
な
ど
農
家
の
協
業
化
が
進
ん
だ
こ
と
も
波
及
効
果
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

㈲

久
万
林
業
主
産
地
づ
く
り

久
万
町
の
林
業
の
本
格
的
な
主
産
地
づ
く
り
へ
の
着
手
は
、
昭
和
三
六
・
三
七
年

度
に
久
万
町
が
愛
媛
大
学
農
学
部
に
委
託
し
て
行
っ
た
林
業
構
造
改
善
総
合
調
査
を

受
け
て
始
ま
っ
た
と
い
え
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
非
常
に
優
れ
た
技
術
と
情
熱
で
、
久

万
林
業
の
創
始
者
と
な
ら
れ
た
篤
林
家
の
存
在
が
基
盤
と
な
っ
て
、
以
後
の
主
産
地

づ
く
り
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。

調
査
は
、
林
業
政
策
、
経
営
、
技
術
各
論
の
ほ
か
、
森
林
組
合
や
林
家
の
あ
り
方
、

先
進
地
事
例
な
ど
多
岐
に
お
よ
び
、
ま
と
め
と
し
て
久
万
町
で
の
林
業
構
造
改
善
の

方
向
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
概
括
す
る
と
、
久
万
林
業
で
は
、
杉
、
桧
の

一
般
的
建
築
材
を
中
心
目
標
と
し
て
「
品
質
の
揃
っ
た
良
質
の
木
材
を
大
量
に
生
産

す
る
」

こ
と
で
生
産
目
標
が
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
生
産
目
標
を
達
成
し
て
い
く
た
め
に
、
育
林
技
術
体
系
が
確
立
さ
れ
、
町
、

森
林
組
合
、
民
間
指
導
者
が
一
体
と
な
っ
た
普
及
指
導
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
た
の

で
あ
る
。

実
践
過
程
で
は
、
町
内
に
産
地
原
木
市
場
の
設
置
を
み
、
林
業
労
務
班
の
結
成
や
、

四
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加
工
部
門
で
は
磨
き
丸
太
、
椅
子
な
ど
木
工
品
製
造
に
手
が
つ
け
ら
れ
て
い
っ
た
。

ま
た
、
民
間
組
織
と
し
て
、
林
業
研
究
協
議
会
が
全
町
的
に
組
織
さ
れ
て
い
き
、

久
万
林
業
振
興
の
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
く
。

普
及
活
動
で
は
、
婦
人
林
業
教
室
に
つ
づ
き
、
日
曜
林
業
教
室
が
、
そ
し
て
林
業

ま
つ
り
が
開
か
れ
る
な
ど
積
極
的
な
活
動
が
現
在
も
続
い
て
い
る
。
林
道
の
整
備
、

国
産
材
加
工
施
設
の
建
設
、
除
間
伐
推
進
事
業
、
林
内
作
業
道
整
備
な
ど
国
・
県
の

補
助
対
象
事
業
の
導
入
は
県
下
一
の
実
績
を
示
し
て
い
る
。

な
お
、
撫
育
管
理
の
遅
れ
勝
ち
な
除
間
伐
対
策
事
業
を
、
町
単
独
事
業
と
し
て
も

六
〇
年
度
か
ら
始
め
た
ほ
か
、
林
道
受
益
者
負
担
金
を
平
成
元
年
度
か
ら
七
%
と
し
、

林
家
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
林
道
整
備
を
更
に
促
進
す
る
施
策
も
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

昭
和
五
八
年
六
月
一
日
に
は
、
そ
れ
ま
で
産
業
課
に
属
し
て
い
た
林
業
係
を
「
林

業
課
」
と
し
て
独
立
さ
せ
、
試
練
の
時
期
に
あ
る
林
業
行
政
へ
の
対
応
を
図
っ
て
き

て
い
る
。

な
お
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
昭
和
六
三
年
、
愛
媛
県
林
業
試
験
場
が
久
万
町
大

字
菅
生
宮
の
前
地
区
へ
移
転
新
設
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
こ
と
で
あ
る
。

久
万
林
業
の
主
産
地
づ
く
り
の
大
き
な
弾
み
と
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
就
業
の

場
づ
く
り
な
ど
有
形
、
無
形
の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

㈲

新
し
い
観
光
開
発
と
そ
の
波
及
を
め
ざ
し
て

昭
和
五
〇
年
代
に
入
る
と
我
が
国
の
経
済
は
安
定
成
長
期
を
迎
え
、
国
民
の
所
得

水
準
も
著
し
い
上
昇
を
み
せ
、
自
由
時
間
も
増
大
す
る
な
ど
生
活
に
ゆ
と
り
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
社
会
の
変
化
や
国
民
の
生
活
意
識
の
変
化
は
、
観
光
に
も
質
的
な
変

化
と
な
っ
て
現
れ
て
く
る
。

四
九
八

ま
た
、
都
市
圏
の
過
密
現
象
は
、
都
市
生
活
者
に
農
山
村
の
す
ぐ
れ
た
自
然
環
境

に
目
を
向
け
さ
せ
る
き
っ
か
け
と
も
な
る
。
昭
和
四
七
年
か
ら
、
農
林
水
産
省
は

「
自
然
休
養
村
」

を
全
国
二
〇
〇
か
所
を
指
定
し
て
事
業
化
す
る
が
、
久
万
町
は
愛

媛
県
第
一
号
の
指
定
を
受
け
、
そ
の
拠
点
施
設
と
し
て

「
ふ
る
さ
と
村
」
づ
く
り
に

着
手
す
る
こ
と
と
な
る
。

昭
和
五
一
年
に
民
家
等
の
移
築
に
着
手
し
、
五
二
年
七
月
に
オ
ー
プ
ン
。
営
業
と

併
用
し
な
が
ら
運
輸
省
の

「
家
族
旅
行
村
」
事
業
等
を
あ
わ
せ
て
整
備
し
、
五
九
年

四
月
に

「
ふ
る
さ
と
旅
行
村
」
と
し
て
総
合
オ
ー
プ
ン
し
た
。
入
村
者
ゼ
ロ
か
ら
出

発
し
、
一
〇
年
を
経
た
六
三
年
度
は
約
二
〇
万
人
の
入
村
者
を
数
え
る
ま
で
に
成
長

し
た
の
で
あ
る
。

久
万
町
の
観
光
拠
点
と
し
て
の

「
ふ
る
さ
と
旅
行
村
」

の
成
長
は
、
同
時
に
観
光

産
業
の
芽
を
新
し
く
育
て
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
観
光
り
ん
ご
園
を
主

軸
と
す
る
観
光
農
園
、
婦
人
農
産
物
加
工
組
合
、
観
光
農
業
生
産
組
合
、
木
彫
会
、

民
宿
、
そ
し
て
後
に
手
が
け
ら
れ
る
ふ
る
さ
と
の
森
事
業
な
ど
の
誕
生
と
伸
長
は
、

そ
の
波
及
効
果
の
賜
で
あ
ろ
う
。

昭
和
五
七
年
に
国
の
観
光
政
策
審
議
会
が
発
表
し
た
「
望
ま
し
い
国
内
観
光
の
実

現
の
た
め
に
」
と
題
し
た
提
言
の
中
に
も
、
観
光
地
の
整
備
を
地
域
づ
く
り
、
ま
ち

づ
く
り
の
一
環
と
し
て
行
う
こ
と
が
強
く
要
請
さ
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
が
、

モ
デ
ル
の
無
い
手
作
り
の
久
万
町
の
観
光
開
発
の
方
向
が
、
的
を
射
た
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
が
立
証
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
昭
和
六
一
年
に
は
民
間
事
業
と
し
て
久
万
ス
キ
ー
フ
ン
ド
が
設
立
さ
れ
、

ス
キ
ー
場
経
営
が
始
ま
っ
た
こ
と
も
久
万
町
の
観
光
全
体
に
好
影
響
を
与
え
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。



㈲

交
通
網
の
整
備

久
万
町
を
走
る
国
道
は
三
三
号
線
と
三
八
〇
号
線
の
二
本
で
あ
る
。

三
三
号
線
は
昭
和
四
二
年
に
全
線
改
良
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
飛
躍
的
な
産
業
活

動
の
進
展
と
車
社
会
の
出
現
に
よ
っ
て
、
全
面
的
な
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
気

運
が
徐
々
に
高
ま
り
、
昭
和
六
〇
年
一
一
月
に
沿
線
三
一
市
町
村
が

「
国
道
三
三
号

線
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
」
(
会
長
河
野
修
久
万
町
長
)
を
結
成
し
、
決
起
大
会
、
同
盟

会
な
ど
整
備
に
向
け
て
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

整
備
目
標
は
、
0
高
知
-
松
山
間
二
時
間
に
む
け
て
の
改
良
促
進

臼
バ
イ
パ
ス

高
知
-
伊
野
間
、
松
山
-
砥
部
間
の
整
備
促
進

用
防
災
工
事
・
歩
道
整
備
で
安
全

な
道
路
の
確
保

㈲
一
二
坂
ト
ン
ネ
ル
の
早
期
構
想
化
の
推
進
の
四
点
で
あ
る
。

関
係
市
町
村
に
よ
る
建
設
省
等
へ
の
陳
情
活
動
も
活
発
に
行
わ
れ
、
六
二
年
度
に

は
三
坂
ト
ン
ネ
ル
に
調
査
費
が
つ
け
ら
れ
図
上
調
査
も
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
「
三
坂
ト
ン
ネ
ル
早
期
実
現
協
力
会
」
も
組
織
さ
れ
、
会
員
は
活
動
費
に
充

て
る
た
め
毎
月
拠
出
金
を
積
み
立
て
て
い
る
。

特
に
久
万
町
に
と
っ
て
三
坂
峠
は
、
最
も
身
近
か
な
場
所
に
あ
り
、
町
・
議
会
が

中
心
に
な
っ
た

「
三
坂
ト
ン
ネ
ル
を
ぬ
こ
う
」

の
合
い
言
葉
で
息
の
長
い
運
動
を
続

け
て
い
る
。
平
成
元
年
度
に
は
調
査
費
が
更
に
上
積
み
さ
れ
、
一
歩
前
進
し
た
状
況

に
な
っ
て
い
る
。

久
万
町
と
小
田
町
を
結
ぶ
三
八
〇
号
線
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
〇
年
四
月

に
主
要
地
方
道
久
万
̃
内
子
線
が
国
道
に
昇
格
し
、
沿
線
町
村
で
構
成
す
る
改
良
促

進
期
成
同
盟
会
が
中
心
に
な
っ
て
運
動
を
進
め
、
久
万
町
側
の
整
備
は
現
在
四
、
六

二
二
㍍
と
進
ん
で
お
り
、
昭
和
六
三
年
四
月
に
は
真
弓
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
す
る
な
ど

急
速
に
整
備
さ
れ
て
き
て
い
る
。

第
二
章

新
久
万
町
の
発
足

㈲

都
市
公
園
づ
く
り

久
万
町
大
字
菅
生
の
久
万
公
園
の
整
備
は
、
昭
和
五
三
・
五
四
年
度
に
国
庫
補
助

を
受
け
町
費
も
充
て
て
用
地
を
購
入
し
た
上
、
陸
上
自
衛
隊
に
粗
造
成
工
事
を
委
託

し
、
五
五
年
度
か
ら
六
二
年
度
に
か
け
て
都
市
公
園
整
備
事
業
と
し
て
整
備
を
行
っ

た
。公

園
面
積
五
・
九
七
㌶
に
整
備
さ
れ
た
施
設
は
、
全
天
候
型
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
四
面
、

多
目
的
グ
ラ
ン
ド
、
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
、
芝
生
観
覧
席
、
鉄
骨
平
家
建
て
一
八
九
平
方

㍍
の
休
憩
施
設
、
七
五
台
分
の
駐
車
場
、
庭
園
、
児
童
広
場
、
夜
間
照
明
、
植
栽
な

ど
運
動
施
設
を
主
体
と
し
た
見
事
な
都
市
公
園
が
整
備
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
公
園
は
、
久
万
町
の
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
需
要
を
満
た
し
た
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
増
加
し
っ
つ
あ
る
観
光
客
に
活
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
久
万
林
業

ま
つ
り
な
ど
大
型
イ
ベ
ン
ト
の
場
と
し
て
最
適
で
あ
る
た
め
、
多
様
な
活
用
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
久
万
町
の
中
核
的
な
施
設
の
一
つ
と
し
て
発
展
を
遂
げ
て
い
る
。

ま
た
、
笛
ケ
滝
公
園
も
都
市
公
園
と
し
て
グ
ラ
ン
ド
、
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
な
ど
の
整

備
が
昭
和
六
〇
・
六
一
年
度
に
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
公
園
は
明
治
三
三
年
に
設
置
さ

れ
、
数
十
本
の
老
松
と
農
業
用
水
の
馬
頭
池
の
修
寮
が
非
常
に
素
晴
ら
し
く
、
町
民

の
憩
い
の
場
と
し
て
、
ま
た
初
級
者
向
け
の
ス
キ
1
場
と
し
て
多
様
な
活
用
が
行
わ

れ
て
き
て
い
る
。

㈲

福
祉
対
策

わ
が
国
が
長
寿
社
会
を
迎
え
る
昭
和
四
〇
年
代
に
入
る
と
、
社
会
福
祉
の
中
で
焦

点
と
な
っ
た
の
は
老
人
福
祉
問
題
で
あ
っ
た
。

長
寿
そ
の
も
の
の
ほ
か
に
、
人
口
構
造
の
高
齢
化
や
核
家
族
化
が
進
ん
だ
こ
と
も

あ
っ
て
、
独
居
老
人
や
ね
た
き
り
老
人
に
象
徴
さ
れ
る
老
人
問
題
が
行
政
課
題
と

四
九
九
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な
っ
た
。

既
に
国
に
お
い
て
は
昭
和
三
八
年
に

「
老
人
福
祉
法
」
を
制
定
し
、
昭
和
四
一
年

に
は
九
月
一
五
日
を
「
敬
老
の
日
」
と
定
め
て
国
民
の
祝
日
と
す
る
な
ど
そ
の
対
策

が
次
第
に
確
立
さ
れ
て
い
く
。

制
度
的
に
も
次
々
と
施
策
が
出
さ
れ
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
の
設
置
、
老
人
健
康
診

断
の
実
施
、
老
人
医
療
費
の
無
料
化
、
老
齢
年
金
の
支
給
な
ど
そ
の
対
策
は
次
第
に

拡
大
さ
れ
て
い
っ
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
行
政
施
策
を
基
礎
と
し
な
が
ら
、
老
人
自
ら
の
長
い
経
験
と
知

識
を
社
会
に
役
立
た
せ
、
相
互
教
育
と
親
睦
を
ね
ら
い
と
し
た
「
老
人
ク
ラ
ブ
」
が

結
成
さ
れ
る
。
久
万
町
で
は
昭
和
三
二
年
の
久
万
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
を
皮
切
り
に
、

各
地
区
で
次
々
と
結
成
を
み
、
同
三
九
年
に
は
久
万
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
結
成

さ
れ
る
な
ど
県
下
に
先
駆
け
た
老
人
組
織
の
結
成
は
、
そ
の
後
の
久
万
町
の
福
祉
活

動
や
社
会
教
育
活
動
の
一
つ
の
母
体
と
し
て
大
き
な
成
果
を
得
る
こ
と
と
な
っ
て
い

く
o

ま
た
、
社
会
福
祉
事
業
を
行
う
唯
一
の
民
間
団
体
と
し
て
久
万
町
社
会
福
祉
協
議

会
が
昭
和
四
三
年
に
法
人
組
織
と
な
り
、
老
人
・
児
童
・
母
子
・
身
体
障
害
者
な
ど

福
祉
諸
団
体
の
総
合
的
な
施
策
推
進
の
役
割
を
果
た
し
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
ね
た
き
り
老
人
の
介
護
な
ど
に
あ
た
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
設
置
な
ど
、

福
祉
部
門
の
陣
容
も
更
に
整
え
て
き
て
い
る
。

児
童
福
祉
施
設
で
あ
る
久
万
保
育
園
は
昭
和
五
九
年
に
移
転
新
築
さ
れ
、
他
の
模

範
と
な
る
運
営
を
進
め
て
き
て
い
る
。

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
昭
和
二
九
年
に
上
浮
穴
養
老
院
と
し
て
発
足
し
、
以
後
、

上
浮
穴
唯
一
の
老
人
福
祉
施
設
と
し
て
非
常
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
て
い
た

五
〇
〇

が
、
昭
和
四
八
年
に
上
浮
穴
郡
生
活
環
境
事
務
組
合
に
統
合
さ
れ
、
同
五
七
年
に
は

移
転
新
築
さ
れ
て

「
養
護
老
人
ホ
ー
ム
さ
さ
ゆ
り
荘
」
と
し
て
老
人
福
祉
施
設
の
拠

点
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

母
子
福
祉
・
身
体
障
害
者
の
諸
活
動
も
積
極
的
に
推
進
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
福

祉
諸
団
体
の
活
動
に
は
民
生
児
童
委
員
の
役
割
が
大
き
い
こ
と
も
特
記
さ
れ
る
べ
き

事
項
で
あ
ろ
う
。

㈲

健
康
づ
く
り

住
民
の
医
損
や
健
康
づ
く
り
の
拠
点
の
一
つ
は
、
病
院
・
診
療
所
で
あ
る
。
久
万

町
立
病
院
は
昭
和
三
五
年
か
ら
五
五
年
ま
で
の
二
〇
年
間
、
現
在
地
で
診
藤
を
続
け

て
い
た
が
、
建
物
の
老
朽
化
と
と
も
に
、
医
療
設
備
の
近
代
化
と
い
う
強
い
要
請
も

あ
っ
て
昭
和
五
四
年
に
新
築
工
事
に
着
手
し
、
翌
五
五
年
二
月
に
完
成
し
オ
ー
プ

ン
し
た
。

新
病
院
は
白
亜
の
二
階
建
て
で
、
医
癒
機
器
も
最
新
式
の
も
の
に
一
新
さ
れ
、
建

築
面
積
も
旧
病
院
の
ほ
ぼ
二
倍
に
増
え
、
患
者
の
利
便
や
医
療
機
能
を
重
視
し
た
設

計
に
特
徴
が
あ
る
。

一
般
病
床
九
四
床
、
結
核
病
床
五
床
の
収
容
能
力
が
あ
り
、
内
科
、
外
科
、
産
婦

人
科
、
歯
科
の
診
癒
科
目
の
ほ
か
、
増
科
に
備
え
た
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
、
医
療
機
器

も
T
V
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
胃
カ
メ
ラ
、
脳
波
検
査
も
で
き
、
更
に
昭
和
六
三
年
度
に
は
、

C
T
ス
キ
ャ
ナ
(
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
撮
影
装
置
)
を
備
え
る
な
ど
医
療
設
備
の
充
実

に
努
め
て
き
て
い
る
。

久
万
町
立
病
院
は
、
久
万
町
民
だ
け
で
な
く
上
浮
穴
郡
、
特
に
面
河
村
、
美
川
村
、

柳
谷
村
を
含
め
た
広
域
的
な
公
的
基
幹
病
院
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
き
て
お
り
、

長
寿
社
会
を
迎
え
て
、
今
後
も
更
に
そ
の
重
要
性
は
高
ま
る
と
思
わ
れ
る
。



ま
た
、
町
立
病
院
と
並
ん
で
地
域
医
療
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
が
国

民
健
康
保
険
直
営
診
癒
所
で
あ
る
。

直
瀬
診
療
所
は
昭
和
三
四
年
に
開
設
さ
れ
、
同
五
八
年
に
は
直
瀬
地
区
多
目
的
研

修
集
会
施
設
と
併
せ
て
新
築
さ
れ
た
。
細
野
川
診
療
所
は
昭
和
三
三
年
に
開
設
さ
れ

た
が
、
交
通
網
の
整
備
が
進
む
な
ど
環
境
条
件
が
好
転
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
同
四
四

年
か
ら
は
直
瀬
診
療
所
の
出
張
所
と
な
っ
た
。

父
二
峰
診
療
所
は
昭
和
三
二
年
に
開
設
さ
れ
、
久
万
町
立
病
院
の
出
張
所
で
あ
っ

た
が
、
同
三
六
年
か
ら
診
癒
所
と
し
て
運
営
し
て
い
る
。
ま
た
二
名
出
張
所
は
、
昭

和
六
二
年
に
宮
森
生
活
館
と
合
わ
せ
て
新
築
さ
れ
、
地
域
医
療
の
要
と
な
っ
て
い
る
。

二
つ
目
の
拠
点
は
、
久
万
町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
昭
和
六
二
年
一
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
。
機
能
訓
練
室
、
調
理
実
習
室
、
保
健
相
談
室
な
ど
を
備
え
、
町
民
の
健
康
づ
く

り
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

健
康
づ
く
り
活
動
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
住
民
検
診
を
は
じ
め
と
す
る
各
種

の
検
診
、
高
血
圧
教
室
、
栄
養
学
級
、
久
万
町
健
康
ま
つ
り
な
ど
教
育
、
普
及
活
動

を
積
極
的
に
推
進
し
て
お
り
、
よ
り
健
康
な
生
活
が
得
ら
れ
る
よ
う
懸
命
の
努
力
を

続
け
て
い
る
。

㈲

飲
料
水
の
確
保
と
環
境
衛
生

久
万
町
に
簡
易
水
道
が
初
め
て
設
置
さ
れ
た
の
は
昭
和
二
九
年
で
あ
っ
た
。
そ
の

直
接
の
動
機
と
な
っ
た
の
は
、
昭
和
二
一
年
に
発
生
し
た
南
海
大
地
震
で
あ
っ
た
。

町
内
の
井
戸
水
は
、
に
ご
っ
て
使
用
不
能
と
な
っ
た
り
枯
渇
し
た
り
も
し
た
。
町
民

は
飲
料
水
の
不
足
の
た
め
、
生
活
に
不
安
が
生
じ
る
と
と
も
に
保
健
衛
生
と
か
防
火

対
策
の
上
か
ら
も
簡
易
水
道
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
水
道
の

設
置
運
動
が
町
内
で
盛
ん
に
な
る
一
方
、
川
下
農
家
の
水
利
権
利
者
は
反
対
運
動
を

第
二
章

新
久
万
町
の
発
足

展
開
し
た
が
、
歩
み
寄
り
に
よ
っ
て
妥
結
を
み
、
久
万
町
第
一
号
の
簡
易
水
道
が
住

安
町
市
の
窪
に
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

以
後
、
伝
染
病
予
防
な
ど
保
健
衛
生
の
面
と
か
、
消
火
栓
の
設
置
と
い
う
防
火
面

か
ら
も
簡
易
水
道
が
町
内
に
次
々
と
設
置
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

平
成
元
年
現
在
、
設
置
数
は
二
二
か
所
、
給
水
人
口
七
、
七
〇
八
、
給
水
率
九

六
%
に
達
し
た
の
で
あ
る
。

飲
料
水
の
需
要
は
、
久
万
地
区
に
お
い
て
は
特
に
伸
び
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
た
め
、
新
し
い
水
源
を
皿
木
地
区
に
求
め
る
な
ど
、
そ
の
対
策
も
樹
て
ら
れ
て
い

る
。環

境
衛
生
に
つ
い
て
は
、
ご
み
、
し
尿
の
処
理
が
主
要
な
事
項
で
あ
る
。
久
万
町

の
ご
み
処
理
は
昭
和
二
五
年
に
始
ま
る
。
当
時
は
ご
み
の
量
も
少
な
く
、
住
安
町
か

ら
曙
町
ま
で
と
菅
生
の
一
部
を
、
夜
間
荷
車
で
収
集
し
、
野
焼
き
処
理
を
し
て
い
た

が
同
三
五
年
一
日
三
㌦
処
理
能
力
の
焼
却
炉
を
設
置
し
て
処
理
す
る
こ
と
と
な
る
。

昭
和
四
〇
年
代
に
入
る
と
、
国
民
生
活
の
向
上
と
変
化
が
ご
み
処
理
に
も
顕
著
に
現

わ
れ
、
ご
み
の
量
が
増
え
る
と
と
も
に
、
不
燃
性
ご
み
が
排
出
さ
れ
る
な
ど
質
的
に

も
大
き
な
変
化
が
現
れ
て
く
る
。

こ
れ
に
対
応
し
て
、
町
で
は
昭
和
四
四
年
に
可
燃
性
、
不
燃
性
ご
み
別
の
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
、
ご
み
収
集
車
の
購
入
、
専
任
職
員
の
配
置
な
ど
ご
み
収
集
態

勢
を
整
え
た
の
で
あ
る
。

同
四
七
年
に
は
、
久
万
郷
四
町
村
が
、
現
在
地
に
一
日
処
理
能
力
二
〇
㌦
の
焼
却

炉
を
設
置
し
、
翌
四
八
年
に
は
ビ
ン
破
砕
機
と
缶
圧
縮
機
を
設
置
し
て
い
る
。

し
尿
処
理
に
つ
い
て
も
、
寄
生
虫
予
防
あ
る
い
は
伝
染
病
予
防
の
見
地
か
ら
、
従

来
の
農
地
還
元
は
昭
和
四
〇
年
代
に
入
る
と
激
変
し
、
汲
み
取
り
処
理
の
要
望
が
高

五
〇
一
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ま
っ
た
た
め
、
同
四
二
・
四
三
年
事
業
で
、
現
在
地
に
一
日
処
理
能
力
一
五
㌔
㍑
の

処
理
場
を
郡
内
五
町
村
で
設
置
し
た
が
、
年
を
追
っ
て
処
理
量
が
増
え
て
き
た
た
め
、

施
設
の
改
良
と
併
せ
一
〇
㌔
㍑
を
増
設
し
、
合
計
二
五
㌔
㍑
の
処
理
施
設
と
し
た
の

で
あ
る
。

環
境
衛
生
に
つ
い
て
も
、
下
水
処
理
を
除
き
、
基
本
的
な
施
策
が
相
当
進
ん
だ
こ

と
も
あ
っ
て
、
よ
り
高
い
水
準
で
の
生
活
環
境
を
図
っ
て
い
く
と
い
う
ア
メ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
(
快
適
環
境
づ
く
り
)

の
段
階
へ
現
在
移
行
し
て
お
り
、
家
庭
、
地
域
、
社
会

が
従
来
の
枠
を
超
え
た
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

㈲

行
政
改
革
の
動
き

昭
和
五
〇
年
代
後
半
に
入
る
と
、
わ
が
国
は
各
面
で
の
成
熟
化
が
進
み
、
情
報
化
、

国
際
化
、
長
寿
化
等
の
時
代
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。

他
面
、
国
、
地
方
の
累
積
債
務
は
行
政
重
要
の
伸
長
に
伴
っ
て
増
大
を
続
け
国
の

債
務
は
一
三
三
兆
円
、
地
方
の
債
務
は
五
六
兆
円
に
達
し
、
財
政
問
題
が
大
き
な
課

題
と
な
る
。

国
は
五
九
年
一
二
月
「
行
政
改
革
の
推
進
に
関
す
る
当
面
の
実
施
方
針
に
つ
い

て
」

を
閣
議
決
定
し
、
国
と
並
ん
で
地
方
に
お
い
て
も
協
力
な
行
政
改
革
を
推
進
す

る
た
め
地
方
行
革
大
綱
を
策
定
す
る
。

久
万
町
に
お
い
て
も
六
〇
年
に
行
政
改
革
懇
談
会
が
設
置
さ
れ
、
数
か
月
に
お
よ

ぶ
審
議
を
経
て
提
言
を
行
っ
た
。

提
言
を
受
け
た
町
で
は

「
久
万
町
行
政
改
革
大
綱
」

を
決
定
す
る
。
大
綱
で
は
、

当
面
の
措
置
事
項
と
し
て
、
㈲
応
益
負
担
の
原
則
に
よ
る
事
務
事
業
の
見
直
し

㈲

課
の
統
合
な
ど
組
織
、
機
構
の
簡
素
合
理
化

㈲
職
員
定
数
の
削
減
な
ど
定
員
管
理

の
適
正
化

㈲
民
間
委
託
等
の
事
務
改
革

㈲
会
館
な
ど
公
共
施
設
の
設
置
及
び
管

五
〇
二

理
運
営
の
合
理
化

㈲
町
立
病
院
、
診
癒
所
の
合
理
化
な
ど
行
政
改
革
懇
談
会
の
提

言
に
沿
っ
た
実
施
項
目
を
決
定
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
実
施
項
目
の
う
ち
、
現
在
ま
で
に
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
措
置
済
み
で
あ

る
が
、
中
に
は
、
中
、
長
期
の
検
討
や
協
議
を
要
す
る
事
項
も
あ
り
、
行
政
改
革
へ

の
取
り
組
み
は
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
る
状
況
と
い
え
よ
う
。

㈹
一
部
事
務
組
合
の
歩
み

昭
和
四
八
年
四
月
、
郡
内
五
町
村
の
特
定
な
行
政
事
務
を
共
同
処
理
す
る
四
つ
の

一
部
事
務
組
合
が
統
合
さ
れ
、
上
浮
穴
郡
生
活
環
境
事
務
組
合
が
発
足
す
る
。
事
務

所
は
従
前
と
同
じ
郡
町
村
会
館
で
あ
た
。

そ
の
年
末
に
は
国
民
宿
舎
古
岩
屋
荘
に

「
老
人
い
こ
い
の
家
」
が
併
設
さ
れ
る
。

五
三
年
四
月
か
ら
は
新
設
さ
れ
た
消
防
業
務
が
加
わ
る
こ
と
と
な
り
、
消
防
本
部
、

美
川
、
小
田
の
分
駐
所
も
完
成
し
、
消
防
職
員
二
六
名
が
採
用
さ
れ
る
。

そ
れ
ま
で
の
二
年
間
、
町
民
か
ら
要
望
の
強
か
っ
た
救
急
業
務
は
、
久
万
町
独
自

の
発
案
で
郡
内
の
救
急
業
務
に
あ
た
っ
て
き
た
が
、
そ
の
救
急
業
務
も
消
防
本
部
へ

移
行
し
、
救
急
、
消
防
の
二
業
務
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
る
。

五
五
年
に
は
久
万
郷
四
町
村
が
加
入
す
る
火
葬
場
が
完
成
し
、
業
務
を
開
始
す
る
。

ご
み
処
理
施
設
も
改
良
を
加
え
、
日
量
二
〇
㌦
の
処
理
能
力
と
な
り
、
し
尿
処
理
施

設
も
日
量
二
五
㌔
㍑
の
処
理
能
力
と
な
る
な
ど
環
境
衛
生
面
も
全
郡
的
な
規
模
で
よ

り
良
い
状
態
に
移
行
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

五
七
年
に
は
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
さ
さ
ゆ
り
荘
が
見
事
に
完
成
す
る
。

現
在
職
員
数
は
五
六
名
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
事
務
を
町
村
が
個
別
に
運
用
す

る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
効
用
は
計
り
し
れ
な
い
ほ
ど
大
き
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
部
事
務
組
合
統
合
か
ら
新
規
事
業
も
加
え
て
き
た
こ
の
二
ハ
年
間
、
中
心
的
な
役



割
を
果
た
し
て
き
た
の
は
郡
内
五
町
村
の
理
事
者
と
町
村
議
会
、
そ
し
て
組
合
職
員

と
で
あ
っ
た
。

わ
け
て
も
、
職
員
を
指
揮
監
督
し
、
多
く
の
所
在
施
設
の
管
理
運
営
に
あ
た
っ
た

組
合
理
事
者
(
組
合
長
初
代
久
万
町
長
日
野
泰

二
代
̃
現
在

久
万
町
長
河
野
修
)

の
労

苦
は
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
。
現
在
、
県
内
で
も
模
範
と
さ
れ
る
組
合
に
成
長
し
、

郡
民
の
負
託
に
こ
た
え
て
い
る
こ
と
は
誠
に
有
難
い
こ
と
で
あ
る
。

㈹

豊
か
な
人
づ
く
り
へ
の
と
り
組
み

久
万
町
の
教
育
行
政
の
基
本
方
針
は

「
人
間
尊
重
の
精
神
を
基
調
と
し
て
、
生
涯

教
育
の
理
念
に
基
づ
き
、
知
・
徳
・
体
の
調
和
が
と
れ
、
人
間
性
豊
か
な
国
際
的
視

野
を
も
つ
日
本
人
の
育
成
を
め
ざ
し
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
家
庭
教
育
、

幼
児
教
育
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
、
社
会
体
育
、
文
化
活
動
な
ど
各
分
野
に
わ
た

る
教
育
行
政
を
総
合
的
に
推
進
す
る
」

こ
と
に
あ
る
。

学
校
教
育
で
は
知
・
徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
人
間
形
成
を
め
ざ
し
て
い
る
。
昭

和
六
三
年
林
業
の
町
と
し
て
も
面
目
を
施
し
た
畑
野
川
小
学
校
の
木
造
校
舎
建
築
は
、

教
育
的
な
観
点
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
た
。

家
庭
教
育
の
努
力
目
標
は
や
さ
し
さ
と
き
び
し
ぎ
の
中
で
、
す
こ
や
か
な
成
長
を

め
ざ
し
て
お
り
、
P
T
A
等
の
活
動
に
力
点
を
注
い
で
い
る
。

生
き
が
い
と
う
る
お
い
の
あ
る
人
生
を
目
標
と
し
た
社
会
教
育
で
は
、
公
民
館
、

婦
人
会
、
青
年
団
、
壮
年
会
、
老
人
会
な
ど
の
社
会
教
育
諸
団
体
の
ほ
か
、
体
育
協

会
、
文
化
協
会
な
ど
の
組
織
が
更
に
充
実
さ
れ
、
活
発
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

豊
か
な
人
づ
く
り
へ
の
と
り
組
み
は
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
な
ど
全
町
的
に
地
道
に

進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

第
二
章

新
久
万
町
の
発
足

㈹

明
日
へ
向
か
っ
て

久
万
町
は
昭
和
六
三
年
町
村
合
併
三
〇
周
年
を
迎
え
た
。
三
〇
年
と
い
う
節
目
の

時
期
に
あ
た
っ
て
、
明
日
へ
つ
な
い
で
い
く
記
念
の
建
設
事
業
と
関
連
行
事
が
多
彩

に
開
催
さ
れ
た
。

九
月
に
は

「
ふ
る
さ
と
の
村
づ
く
り
サ
ミ
ッ
ト
」

が
、
自
然
休
養
村
な
ど
の
村
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
市
町
村
長
に
呼
び
か
け
て
行
わ
れ
、
地
方
公
共
団
体
が
と
り
組

ん
で
い
る
観
光
事
業
へ
の
点
検
と
今
後
の
方
向
に
つ
い
て
意
義
あ
る
共
通
認
識
を
得

る
機
会
と
な
っ
た
。

一
〇
月
に
は
上
浮
穴
産
業
文
化
会
館
が
落
成
し
た
。
建
築
に
二
か
年
を
要
し
、
固

定
席
五
〇
〇
と
研
修
室
な
ど
最
新
の
設
備
を
備
え
、
上
浮
穴
郡
五
町
村
の
施
設
と
し

て
世
に
誇
れ
る
も
の
で
あ
る
。

場
の
提
供
と
と
も
に
産
業
、
文
化
の
振
興
に
役
立
つ
館
活
動
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

一
一
月
に
は

「
全
国
木
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
行
わ
れ
る
。

県
内
向
け
の
ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
後
、
木
の
建
築
文
化
の
再
建
を
図
る
た
め
に
を

テ
ー
マ
に
専
門
家
の
問
題
提
起
が
あ
り
、
林
業
、
木
材
関
係
者
に
大
き
な
共
感
を
よ

ぶ
。
在
来
工
法
に
よ
る
木
造
建
築
の
再
開
発
を
、
林
業
地
か
ら
の
発
信
と
し
て
、
小

さ
な
町
が
全
国
に
大
き
く
呼
び
か
け
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
た
意
義
は
非
常
に
大

き
い
も
の
が
あ
ろ
う
。

平
成
元
年
三
月
に
は
、
井
部
栄
治
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
収
蔵
展
示
す
る
木
造
建
築
の

久
万
美
術
館
が
完
成
し
、
あ
わ
せ
て

「
美
術
館
と
町
づ
く
り
」

と
題
す
る
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
久
万
町
と
愛
媛
新
聞
社
と
で
盛
会
裡
に
開
催
す
る
。

久
万
美
術
館
は
、
久
万
町
の
め
ざ
す
香
り
高
い
文
化
の
町
づ
く
り
の
拠
点
施
設
と

五
〇
三



第
五
編

行
政
・
財
政

し
て
そ
の
発
展
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

町
村
合
併
三
〇
周
年
の
記
念
式
典
は
、
一
一
月
に
行
わ
れ
、
三
〇
年
の
歩
み
と
記

念
事
業
の
総
括
と
し
て
中
味
の
濃
い
感
銘
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
合
併
三
〇

周
年
記
念
誌
と
し
て
町
政
要
覧
が
特
別
発
行
さ
れ
た
が
そ
の
中
で
久
万
町
長
河
野
修

は

「
久
万
町
は
昭
和
三
四
年
に
合
併
し
て
よ
り
、
こ
こ
に
満
三
〇
年
の
記
念
す
べ
き

年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、
激
し
い
時
代
の
変
化
の
中
で
幾
多
の
困
難
を
克
服
し

な
が
ら
生
き
が
い
と
う
る
お
い
の
あ
る
町
を
め
ざ
し
て
懸
命
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。特

に
、
良
質
材
生
産
林
業
、
高
原
野
菜
を
中
心
と
す
る
農
業
、
ふ
る
さ
と
旅
行
村

を
中
心
に
観
光
開
発
、
町
立
病
院
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
産
業
文
化
会
館
、
美
術
館
の

建
設
等
今
日
見
る
ゆ
る
ぎ
な
い
久
万
町
の
基
盤
を
築
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
は
、
町
民
の
皆
様
の
た
ゆ
ま
ぬ
ご
努
力
と
ご
理
解
あ
る
ご
協
力
の
賜
も
の
で
あ
り
、

深
い
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
要
覧
の
い
ず
れ
も
に
新
町
が
歩
ん
で
き
た
歴

史
が
息
づ
い
て
お
り
、
全
町
民
の
英
知
と
連
帯
の
成
果
を
静
か
に
回
顧
さ
れ
ま
す
と

と
も
に
、
新
し
い
町
づ
く
り
に
向
か
っ
て
誓
い
を
新
た
に
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。
」

こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

合
併
三
一
年
目
を
迎
え
た
今
、
明
日
へ
む
か
っ
て
町
づ
く
り
の
新
し
い
歩
み
が
始

ま
っ
て
い
る
。
力
強
く
、
確
か
な
足
跡
を
歴
史
に
刻
み
な
が
ら
。

四

久
万
町
内
の
官
公
署
施
設

1

久
万
町
役
場

藩
政
時
代
に
は
各
村
(
現
在
の
大
字
部
落
)
に
庄
屋
が
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
村
の
政

治
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
政
治
を
行
う
場
所
と
し
て
、
庄
屋
の
自
宅
を
主
に
当
て
て

五
〇
四

い
た
。
し
か
し
、
そ
の
村
に
庄
屋
と
し
て
の
適
任
者
が
い
な
い
た
め
、
隣
村
の
庄
屋

が

「
預
り
庄
屋
」

と
な
っ
て
そ
の
村
の
政
治
を
と
っ
て
い
た
例
も
多
く
見
ら
れ
た
か

ら
、
必
ず
し
も
庄
屋
の
自
宅
の
み
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。

庄
屋
が
村
政
を
行
う
場
所
を

「
中
家
」

と
呼
ん
で
い
た
。
こ
の

「
中
家
」

は
、
後

の
役
場
の
前
身
で
あ
る
。

明
治
維
新
後
、
庄
屋
の
制
度
が
な
く
な
り
、
庄
屋
の
呼
び
名
は
里
正
・
組
頭
・
区

長
・
戸
長
と
た
び
た
び
変
わ
っ
た
が
、
「
中
家
」

は
そ
の
ま
ま
の
呼
び
名
で
呼
ば
れ

て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
久
万
町
村
の

「
中
家
」

は
、
久
万
町
村
札
の
辻
に
あ
っ
て
、

久
万
町
村
及
び
野
尻
村
の
村
政
を
行
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
明
治
一
一

年
ま
で
続
い
た
の
で
あ
る
。

同
年
に
久
万
町
村
の
「
中
家
」
は
、
「
久
万
町
村
外
二
か
村
戸
長
役
場
」
と
改
め
ら

れ
た
。
こ
れ
と
同
時
に
、
明
神
・
川
瀬
・
父
二
峰
に
も

「
戸
長
役
場
」

が
で
き
た
。

こ
の
戸
長
役
場
は
、
各
村
(
現
在
の
大
字
部
落
)

に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
い
ろ
い

ろ
な
条
件
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
一
村
又
は
二
・
三
村
に
戸
長
を
ひ

と
り
置
き
、
戸
長
役
場
を
設
け
る
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
例
を
あ
げ
る
と
、
東
明

神
村
戸
長
役
場
・
西
明
神
村
外
一
か
村
戸
長
役
場
・
菅
生
村
戸
長
役
場
・
久
万
町
村

外
二
か
村
戸
長
役
場
な
ど
で
あ
っ
た
。

久
万
町
村
礼
の
辻
(
本
町
よ
り
大
宝
寺
へ
行
く
右
か
ど
の
家
、
久
万
町
役
場
移
転
図
①
)

の
中
家
は
、
明
治
一
一
年
に

「
久
万
町
村
外
二
か
村
戸
長
役
場
」

と
な
っ
て
、
二
代

の
戸
長
が
村
政
を
担
当
し
た
。
更
に
、
明
治
二
二
年
に
は
町
村
制
が
し
か
れ
た
た
め

に
「
久
万
町
村
外
二
か
村
戸
長
役
場
」
は
、
「
久
万
町
村
役
場
」
と
そ
の
名
称
を
変
え

た
。
そ
の
後
、
明
治
三
四
年
に
久
万
町
村
は
町
制
を
し
き
、
「
久
万
町
村
役
場
」

を

「
久
万
町
役
場
」

に
変
更
し
た
。
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久
万
町
札
の
辻

に
あ
っ
た
役
場
は
、

そ
の
後
、
福
井
町

(
現
山
口
金
物
店
の

所
・
久
万
町
役
場

移
転
図
②
)

に
移

り
、
日
露
戦
争
の

時
に
更
に
移
転

(
宇
都
宮
音
吉
医
院

の
所
・
久
万
町
役
場
移
転
図
③
)
し
た
。
こ
の
移
転
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
久
万
町
役
場

は
、
こ
れ
ま
で
の
間
借
り
の
不
便
さ
か
ら
解
放
さ
れ
、
一
軒
の
独
立
し
た
役
場
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
も
借
家
で
あ
っ
て
、
久
万
町
の
所
有
で
は
な
か
っ
た
が
、

久
万
町
役
場
と
し
て
の
体
制
は
整
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
時
は
、
第
二
代
町
長
船

田
源
松
の
時
代
で
、
町
役
場
の
陣
容
は
、
町
長
・
助
役
・
収
入
役
・
書
記
二
名
・
使

丁
二
名
の
計
七
名
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
っ
て
独
立
家
屋
と
な
っ
た
久
万
町
役
場
も
、
近
所
の
火

災
に
よ
っ
て
や
む
な
く
引
っ
越
し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
、

ち
ょ
う
ど
手
ご
ろ
な
久
万
小
学
校
へ
移
転
し
た
。
二
階
建
て
の
本
館
(
昭
和
四
〇
年
改

築
の
た
め
除
去
)
の
一
階
を
役
場
と
し
、
二
階
を
役
場
の
会
議
室
兼
学
校
の
講
堂
と
し

て
使
用
し
て
い
た
。
再
び
間
借
り
に
な
っ
た
わ
け
で
、
不
便
を
し
の
ば
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。

第
三
代
町
長
高
橋
精
一
郎
は
、
前
町
長
船
田
源
松
の
意
志
を
継
ぎ
、
間
借
り
や
借

家
に
よ
る
不
便
を
取
り
除
く
た
め
に
、
久
万
町
自
体
の
所
有
で
あ
る
久
万
町
役
場
の

第
二
革

新
久
万
町
の
発
足

建
設
に
着
手
し
た
。
将
来
の
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
住
安
町
(
久
万
町
役
場
移
転
図
⑤
)

に
、
木
造
二
階
建
て
総
面
積
一
九
五
坪
の
役
場
を
建
築
し
こ
こ
に
移
転
し
た
。
す
な

わ
ち
、
昭
和
一
七
年
よ
り
二
九
年
ま
で
上
浮
穴
地
方
事
務
所
、
三
〇
年
よ
り
四
一
年

九
月
(
現
在
の
県
久
万
総
合
庁
舎
が
で
き
る
ま
で
)
ま
で
愛
媛
県
久
万
庁
舎
と
し
て
使
用

さ
れ
た
建
物
で
あ
る
。

町
自
体
の
所
有
と
し
て
面
目
を
一
新
し
た
久
万
町
役
場
は
、
大
正
一
五
年
、
郡
役

所
が
廃
止
さ
れ
た
の
を
機
会
に
そ
の
建
て
物
を
譲
り
受
け
、
こ
こ
(
久
万
町
役
場
移
転

図
⑥
)
に
移
っ
た
。
久
万
町
役
場
は
、
昭
和
三
七
年
、
現
久
万
町
庁
舎
が
で
き
る
ま
で

の
三
六
年
間
こ
こ
に
あ
っ
た
。
郡
役
所
の
建
物
で
あ
っ
た
久
万
町
役
場
は
、
実
に
九

代
の
町
長
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、
町
政
の
要
と
な
っ
て
そ
の
機
能
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
果

昭和20年当時の久万町役場と職員

た
し
て
い
っ
た
。

昭
和
三
四
年
に
久
万
町
は
川
瀬

村
・
父
二
峰
村
と
合
併
し
、
新
し
く

久
万
町
と
し
て
発
足
し
た
。
そ
の
た

め
大
世
帯
と
な
っ
た
こ
と
、
し
た

が
っ
て
役
場
が
非
常
に
狭
く
な
っ
た

こ
と
、
郡
役
所
時
代
か
ら
の
建
物
で

あ
っ
た
た
め
老
朽
化
し
て
い
た
こ
と
、

役
場
の
位
置
に
も
問
題
が
あ
っ
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
久
万
町
庁
舎
の
移
転

建
築
が
問
題
と
な
り
、
早
急
に
解
決

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
昭
和
三
六
年
に
大
字
久

五
〇
五



1 所 在

2 敷地面積

久万町庁舎建設の概要

上浮穴郡久万町大字久万町字カチヤシキ210番地

6,322平方メートル(1,916坪)

3 庁 舎

(l)構 造 鉄筋コンクリート2階建塔屋付温風暖房・水洗便所
(2)建物面積 1,566,20平方メートル (473.78坪)

内訳 1階 816.00 II

2階 726.74 II

塔屋(3階) 23.46 I′

(3)高 さ 11.50メートル

正面長さ 47.60メートル

奥 行 27.00メートル

4 車 庫

(1)構 造 鉄骨造り平屋建

(246.84 II )

(219.84II)

( 7.10II)

(2)建物面積 128平方メートル (39坪)

内訳 自動車庫 68平方メートル (27坪)

自転車置場 60平方メートル (22坪)

5 そ の 他

(1)設 計 者

(2)工事請負者

(3)着 工

(4)完 成

6 建 築 費

(1)用 地 買

(2)敷 地 造

(3)本 館 工

(4)車 庫

株式会社 清 水 建 設

昭和37年6月1日

昭和38年3月31日
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第
五
編

行
政
・
財
政

万
町
カ
チ
ャ
ン
キ
二
一
〇
番
地
を
敷
地
と
し
て
六
三
二
二
平
方
崩
の
土
地
を
購
入
し
、

造
成
し
て
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て
の
久
万
町
庁
舎
を
新
築
し
た
。
な
お
、

こ
の
た
め
の
財
源
と
し
て
、
上
畑
野
用
達
越
の
官
有
林
を
一
億
三
〇
〇
〇
万
円
で
払

下
げ
を
う
げ
、
こ
れ
を
売
っ
て
得
た
利
益
金
を
当
て
た
。

久
万
町
庁
舎
建
築
の
概
要
と
、
久
万
町
役
場
の
移
転
の
概
況
は
、
左
表
と
図
の
と

お
り
で
あ
る
。

(大字菅生)

久万町役場移転図



区分 
面 精 

m3 坪 

一階 816.00 246.84 

二階 726.74 219.84 

三階 23.46 710 

計 1566.20 473.78 

(二階)

久万町庁舎平面図

こ
の
会
所
は
、
明
治
維
新
後
大
区
の
会
所
と
な
り
、
取
締
番
人
(
警
察
の
前
身
の
)

屯
所
に
使
用
さ
れ
た
り
な
ど
し
て
い
た
が
、
明
治
一
一
年
、
郡
政
が
し
か
れ
て
浮
穴

郡
が
二
分
さ
れ
、
下
浮
穴
郡
と
上
浮
穴
郡
と
に
な
っ
た
た
め
に
、
地
方
自
治
体
で
あ

る
郡
役
所
が
設
け
ら
れ
、
会
所
と
い
う
名
前
が
完
全
に
消
え
て
い
っ
た
。
こ
れ
よ
り

上
浮
穴
郡
役
所
と
い
う
名
称
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

地
方
自
治
体
で
あ
る
上
浮
穴
郡
に
は
、
郡
と
し
て
の
資
産
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
、

新
し
く
庁
舎
を
建
築
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
上
浮
穴
凶
荒
予
備

組
合
が
、
そ
の
当
時
建
築
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
郡
役
所
・
税
務
所
・
登
記
所
の

三
役
所
に
対
し
て
、
住
安
町
(
久
万
町
役
場
移
転
図
日
)
に
庁
舎
を
建
築
し
て
貸
与
し

た
。
こ
の
た
め
住
安
町
に
三
役
所
が
そ
ろ
っ
て
出
来
上
が
り
、
事
務
を
執
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中
で
も
郡
役
所
は
、
木
造
二
階
建
て
と
、
木
造
一
階
建
て

2

愛
媛
県
久
万
庁
舎

久
万
山
代
官
の
出
先
機
関
で
あ
っ
た
元
締
と
、
大
庄
屋
の
役
所
で
あ
っ
た
久
万
会

所
は
、
久
万
町
村
札
の
辻
(
伊
予
銀
行
久
万
支
店
裏
・
現
在
の
町
立
病
院
長
住
宅
・
久
万
町

役
場
移
転
図
0
)
に
あ
っ
て
、
代
官
所
と
村
と
の
中
間
的
な
位
置
を
占
め
て
い
た
。
つ

ま
り
、
各
村
か
ら
出
仕
し
た
庄
屋
が
、
改
庄
屋
・
大
割
方
・
筆
用
方
・
月
番
な
ど
の

役
を
分
担
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
職
に
よ
っ
て
仕
事
を
な
し
、
ま
た
、
各
村
へ
の
伝
達

や
さ
し
ず
も
行
っ
て
い
た
。

第
二
革

新
久
万
町
の
発
足

の
二
棟
か
ら
な
る
延
べ
一
四
一
・
七

五
坪
の
実
に
堂
々
た
る
も
の
で
あ
っ

た
。
裏
の
一
階
建
て
は
郡
長
室
・
大

事
務
室
・
使
丁
部
屋
・
書
庫
な
ど
が

あ
り
、
表
正
面
の
二
階
建
て
階
上
に

会
議
室
・
階
下
に
は
応
接
室
・
町
村

会
事
務
局
・
凶
荒
予
備
組
合
室
が

あ
っ
た
。
大
事
務
室
は
、
一
課
(
庶

務
・
兵
事
)
、
二
課
(
学
務
)
、
三
課

(
産
業
・
土
木
)
、
四
課

(
会
計
・
税

務
)

の
四
部
門
に
分
け
ら
れ
て
い

た
。
こ
う
い
っ
た
施
設
で
、
大
正
一

愛媛県久万庁舎(昭和43年7月)



第
五
編

行
政
・
財
政

五
年
に
、
郡
役
所
が
廃
止
に
な
る
ま
で
の
四
八
年
間
の
郡
政
を
一
三
代
の
郡
長
が
担

当
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
自
治
体
と
し
て
の
郡
政
が
廃
止
と
な
り
、
郡
役
所
の
事
務
を
県
が
直
接

行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
各
町
村
は
県
に
直
結
し
た
わ
け
で
あ
る
。

昭
和
一
七
年
七
月
、
上
浮
穴
郡
は
地
理
的
に
み
て
遠
隔
地
で
あ
り
、
不
便
で
あ
る

た
め
、
県
の
機
構
改
革
に
よ
っ
て
、
上
浮
穴
地
方
事
務
所
が
誕
生
し
た
。

上
浮
穴
地
方
事
務
所
は
、
以
前
に
久
万
町
役
場
で
あ
っ
た
建
物
(
住
安
町
の
角
。
昭

和
四
一
年
の
県
道
西
条
・
久
万
線
の
改
修
に
よ
り
一
部
は
道
路
と
な
っ
た
た
め
取
り
除
い
た
。

久
万
町
役
場
移
転
図
日
)
で
、
県
の
出
先
機
関
と
し
て
財
務
・
農
林
・
福
祉
・
土
木
・

教
育
等
に
関
す
る
仕
事
を
始
め
た
。

昭
和
三
〇
年
の
県
の
機
構
改
革
に
よ
っ
て
上
浮
穴
地
方
事
務
所
は
廃
止
さ
れ
た
。

が
、
財
務
・
農
林
・
福
祉
・
土
木
な
ど
の
事
務
所
は
、
県
の
出
先
機
関
と
し
て
残
り
、

同
建
物
で
引
き
続
い
て
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
教
育
事
務
所
は
、
松
山

教
育
事
務
所
久
万
分
室
と
し
て
残
っ
た
。

地
方
事
務
所
の
廃
止
に
よ
り
、
郡
内
の
町
村
は
た
い
へ
ん
不
便
に
な
っ
た
。
そ
こ

で
、
郡
内
の
町
村
は
県
に
対
し
て
再
三
再
四
設
置
方
を
陳
情
し
て
き
た
。
県
当
局
も

陳
情
に
耳
を
傾
け
、
県
の
出
先
機
関
が
一
堂
で
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
企
画
し
、
地

元
県
議
の
尽
力
も
あ
っ
て
昭
和
四
一
年
九
月
に
着
工
し
て
四
二
年
五
月
に
竣
工
す
る

と
い
う
ス
ピ
ー
ド
で
、
愛
媛
県
久
万
庁
舎
が
出
来
上
が
り
、
多
年
の
郡
民
の
要
望
が

か
な
え
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

新
設
し
た
愛
媛
県
久
万
庁
舎
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

愛
媛
県
久
万
庁
舎
の
す
が
た

五
〇
人

入 施設工竣着敷 延 建 
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3

久
万
町
民
館
(
久
万
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
)

久
万
町
開
発
の
主
体
と
な
る
、
町
民
の
自
治
意
識
高
揚
と
、
町
勢
の
発
展
を
は
か

る
た
め
、
産
業
の
再
開
発
、
教
育
文
化
の
普
及
、
生
活
改
善
の
推
進
、
保
健
、
福
祉

の
増
進
、
情
報
連
絡
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
に
便
宜
を
提
供
し
て
、
新
し
い
町
づ

く
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
、
総
合
的
か
つ
拠
点
的
施
設
と
す
る
目
的
で
計
画



し
、
過
疎
地
域
集
落
整
備
事
業
(
自
治
省
所
管
)
の
一
環
と
し
て
、
昭
和
四
七
年
(
一

九
七
二
)
一
二
月
一
日
着
工
、
工
事
中
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
見
舞
わ
れ
た
が
、
予
定

ど
お
り
翌
四
八
年
九
月
三
〇
日
完
成
。
同
年
一
〇
月
二
七
日
落
成
式
を
挙
行
し
た
。

久
万
町
民
館
の
位
置

久
万
町
大
字
久
万
町
一
八
八
番
地
。
総
敷
地
面
積
二
五
四

〇
平
方
㍍
、
建
築
床
面
積
一
五
〇
〇
平
方
㍍
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
、
地
下
一

階
、
地
上
二
階
で
冷
暖
房
完
備
。
ホ
ー
ル
、
和
室
会
議
室
、
老
人
室
、
調
理
実
習
室
、

郷
土
資
料
室
、
図
書
室
、
研
修
室
、
結
婚
式
場
を
備
え
た
、
当
時
と
し
て
は
近
代
的

な
施
設
で
あ
る
。

総
事
業
費
一
億
五
四
三
四
万
円
(
内
訳
、
用
地
購
入
費
一
〇
七
四
万
円
、
敷
地
造
成
費

六
八
〇
万
円
、
建
築
工
事
費
一
億
一
四
二
〇
万
円
、
設
計
管
理
費
三
〇
〇
万
円
、
付
帯
工
事
費

一
六
〇
万
円
、
調
度
備
品
費
一
三
〇
〇
万
円
、
事
務
費
そ
の
他
五
〇
〇
万
円
)

そ
の
財
源
内

訳
、
国
庫
補
助
金
二
〇
〇
〇
万
円
、
県
補
助
金
一
二
〇
〇
万
円
、
地
方
債
六
二
〇
〇

万
円
、
寄
付
金
一
一
〇
〇
万
円
、
一
般
財
源
四
九
三
四
万
円
。

建
物
の
設
計
管
理
は
、
松
山
市
の
藤
原
池
内
建
築
事
務
所
、
工
事
施
工
は
大
阪
市

の
株
式
会
社
関
南
組
で
あ
る
。

町
民
館
の
管
理
運
営
は
、
久
万
町
民
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
、
並
び

に
運
営
協
議
会
条
例
に
基
づ
き
、
町
長
が
委
嘱
す
る
一
二
名
の
運
営
委
員
と
、
館
長

(
教
育
長
兼
務
)
、
事
務
長
、
用
務
員
一
名
で
、
昭
和
四
八
年
一
一
月
一
日
発
足
し
た
。

当
初
は
、
町
民
館
独
自
の
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
専
任
の
事
務
長
を
置
い
て
い

た
が
、
町
民
館
の
利
用
及
び
教
育
機
能
は
、
中
央
公
民
館
と
し
て
の
社
会
教
育
活
動

に
負
う
と
こ
ろ
が
多
く
、
教
育
委
員
会
と
不
離
一
体
の
運
営
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
か

ら
、
昭
和
五
二
年
度
よ
り
、
事
務
長
を
教
育
次
長
兼
務
と
し
、
女
子
職
員
一
名
を
加

え
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

第
二
革

新
久
万
町
の
発
足

町民館綴帳

館
内
の
食
堂
は
、
オ
ー
プ
ン
当
初
か
ら
町
委
託
に
よ
り
、
久
万
町
母
子
福
祉
会
が

白
百
合
食
堂
と
し
て
経
営
し
て
い
る
。

4

国
民
宿
舎
古
岩
屋
柾
と
上
浮
穴
郡
老
人
憩
の
家

昭
和
四
七
年
(
一
九
七
二
)
国
は
農
業
構
造
改
善
事
業
の
一
環
と
し
て
、
全
国
二
〇

〇
市
町
村
(
一
府
県
四
か
所
)

に
、
自
然
休
養
村
を
設
定
し
、
新
し
い
観
光
開
発
方
式

(
農
村
資
本
に
ょ
る
農
家
所
得
対
策
の
た
め
に
、
自
然
空
間
を
都
市
生
活
者
に
提
供
。
)

を
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
第
一
回
指
定
に
久
万
町
が
選
ば
れ
、
自
然
休
養
村
整
備

計
画
の
目
玉
と
し
て
、
町
に
よ
る
古
岩
屋
開
発
と
国
民
宿
舎
建
設
、
広
域
圏
事
業
と

し
て
の
上
浮
穴
郡
老
人
憩
の
家
建
設
構
想
が
具
体
化
し
て
い
っ
た
。

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
先
行
不
安
な
昭
和
四
八
年
暮
、
国
民
宿
舎
の
建
設
許
可
が
下

り
、
一
二
月
二
七
日
工
事
請
負
入
札
執
行
。
翌
四
九
年
一
月
一
一
日
起
工
式
を
行
う
。

老
人
憩
の
家
は
、
昭
和
四
九
年
五
月
一
八
日
工
事
請
負
入
札
執
行
。
同
年
七
月
一
〇

五
〇
九
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日
起
工
式
を
行
っ
て
か
ら
両
工
事
は
並
行
し
て
進
み
、
同
年
一
二
月
九
月
予
定
通
り

完
成
し
、
同
時
に
落
成
式
を
挙
行
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
。

国
民
宿
舎
古
岩
屋
荘
の
位
置

久
万
町
大
字
直
瀕
乙
一
六
三
六
番
地
。

構
造
・
規
模

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三
階
建
。
延
二
二
四
九
平
方
崩
。
客
室

三
〇
(
う
ち
洋
間
三
)

宿
泊
定
員
一
一
六
人
。
和
室
大
広
間
(
五
六
畳
)
、
洋
室
大
会

議
室
、
温
泉
岩
風
呂
大
浴
場
(
男
女
各
一
、
家
族
風
呂
一
)
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
売
店
、

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
調
理
場
、
事
務
室
、
全
館
冷
暖
房
完
備
。

総
事
業
費
四
億
一
三
二
四
万
円
。
事
業
費
の
財
源
内
訳
、
国
民
年
金
還
元
融
資
二

億
三
三
〇
〇
万
円
、
一
般
財
源
一
億
八
〇
二
四
万
円
。

建
物
設
計
管
理

松
山
市
の
藤
原
池
内
設
計
事
務
所
、
工
事
施
工

大
阪
市
の
株

式
会
社
関
南
組
(
上
浮
穴
郡
老
人
憩
の
家
も
同
じ
業
者
で
施
工
。
)

上
浮
穴
郡
老
人
憩
の
家
の
位
置

久
万
町
大
字
直
瀬
乙
一
六
三
六
番
地

構
造
・
規
模

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
二
階
建
て
。
延
べ
三
六
八
・
七
六
平
方

崩
、
和
室
大
会
議
室
一
、
洋
室
小
会
議
室
一
、
陽
だ
ま
り
の
部
屋
二
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
、
保
健
室
、
事
務
室
各
一

総
事
業
費
五
四
七
七
万
円
。
事
業
費
の
財
源
内
訳
、
国
庫
補
助
金
一
〇
〇
〇
万
円
、

県
建
築
補
助
金
二
〇
〇
万
円
、
県
設
備
補
助
金
二
五
万
円
、
郡
内
五
町
村
負
担
金
一

五
〇
〇
万
円
、
篤
志
寄
付
金
五
一
二
万
円
(
岡
信
一
五
〇
〇
万
円
、
郡
内
老
人
ク
ラ
ブ
一

二
万
円
)
、
国
民
年
金
還
元
融
資
二
二
四
〇
万
円
。

国
民
宿
舎
の
運
営
は
当
然
町
単
独
で
あ
る
が
、
上
浮
穴
郡
老
人
憩
の
家
の
運
営
に

つ
い
て
も
、
上
浮
穴
郡
生
活
環
境
事
務
組
合
の
上
浮
穴
郡
老
人
憩
の
家
の
設
置
及
び

管
理
条
例
に
よ
り
、
そ
の
管
理
運
営
は
久
万
町
に
委
託
さ
れ
て
い
る
の
で
、
国
民
宿

舎
と
一
体
で
運
営
し
て
き
た
。
な
お
、
郡
生
活
環
境
事
務
組
合
か
ら
年
額
二
五
〇
万

国民宿舎古岩屋荘

国民宿舎古岩屋荘の壁画

古岩屋老人憩の家

円
の
管
理
委
託
料
を
町
へ
、
町
か
ら
は
同

額
を
使
用
負
担
金
と
し
て
組
合
へ
納
入
し

て
い
る
。

国
民
宿
舎
職
員
は
、
一
部
の
臨
時
雇
を

除
い
て
当
初
か
ら
地
方
公
務
員
に
格
付
し
、

支
配
人
(
老
人
憩
の
家
館
長
兼
務
)
、
事
務

長
、
事
務
員
は
役
場
か
ら
出
向
し
、
調
理

師
以
下
は
い
わ
ゆ
る
現
地
採
用
と
し
て
、

総
員
一
八
名
で
発
足
し
た
。
昭
和
五
三
年

(
一
九
七
八
)
四
月
一
日
か
ら
高
等
学
校
新

卒
の
試
験
採
用
職
員
全
員
を
、
一
年
間
応

接
貝
と
し
て
国
民
宿
舎
に
配
置
し
、
全
寮



制
で
勤
務
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
好
評
を
得
て
い
る
。
昭
和
六
三
年
度
ま
で
は
毎
年

女
子
職
員
ば
か
り
、
五
名
程
度
の
採
用
で
あ
っ
た
が
、
平
成
元
年
度
(
一
九
八
九
)

は
、
男
子
三
名
、
女
子
二
名
の
採
用
と
な
り
、
男
子
の
応
接
員
を
置
く
こ
と
に
な
っ

た
。

四
国
八
十
八
か
所
巡
拝
団
を
始
め
と
す
る
宿
泊
利
用
者
も
年
ご
と
に
増
加
し
、
経

営
内
容
も
好
調
で
、
昭
和
六
二
年
度
に
は
五
一
九
〇
万
円
を
か
け
て
、
外
装
と
屋
根

及
び
床
の
大
修
理
を
行
っ
た
が
、
町
一
般
会
計
か
ら
五
〇
〇
万
円
繰
り
入
れ
た
だ
け

で
、
残
り
は
宿
舎
会
計
の
積
立
金
と
り
く
ず
し
と
、
当
該
年
度
の
利
益
で
ま
か
な
っ

た
。
今
後
の
課
題
は
、
不
足
し
て
い
る
宴
会
場
の
増
設
で
あ
る
が
、
近
い
う
ち
に
着

手
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。

5

久
万
町
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

久
万
町
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
1
は
、
当
初
「
B
&
G
財
団
久
万
海
洋
セ
ン
タ
ー
」

と
し
て
、
財
団
法
人
ブ
ル
ー
シ
ー
・
ア
ン
ド
・
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
財
団
(
会
長
笹
川
良

一
)
が
、
海
洋
性
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
た
実
践
活
動
に

ょ
っ
て
、
青
少
年
を
は
じ
め
と
す
る
住
民
の
体
力
向
上
と
豊
か
な
人
間
性
づ
く
り
、

併
せ
て
海
事
思
想
の
普
及
を
目
的
と
し
て
建
設
し
、
そ
の
全
施
設
を
久
万
町
に
無
償

で
貸
与
す
る
と
と
も
に
、
管
理
運
営
も
久
万
町
に
委
託
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

久
万
町
は
、
B
&
G
財
団
久
万
海
洋
セ
ン
タ
1
管
理
運
営
に
関
す
る
条
例
を
制
定

し
、
B
&
G
財
団
の
事
業
趣
旨
に
沿
い
な
が
ら
、
自
主
的
に
利
用
計
画
を
樹
て
、
セ

ン
タ
ー
育
成
士
を
養
成
配
置
す
る
等
、
安
全
で
効
率
的
な
運
営
管
理
に
つ
と
め
た
。

そ
の
成
果
が
認
め
ら
れ
て
、
昭
和
六
二
年
(
一
九
八
七
)
七
月
二
八
日
貸
与
期
間
わ

ず
か
三
年
二
月
で
全
施
設
が
久
万
町
に
譲
渡
さ
れ
た
。
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
用
地
取
得

及
び
造
成
は
町
の
単
独
事
業
で
施
行
し
て
い
た
の
で
、
こ
こ
に
名
実
共
に
久
万
町
田

第
二
革

新
久
万
町
の
発
足

有
の
施
設
と
な
り
、
条
例
と
名
称
も
改
め
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

海
洋
セ
ン
タ
ー
起
工
式

昭
和
五
八
年
一
〇
月
二
七
日

海
洋
セ
ン
タ
ー
落
成
式

昭
和
五
九
年

五
月
三
〇
日

B&G海洋センター
五
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